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Tomorrow：一杉夏来さん
令和元年度当初予算
まちの話だい
市政あらかると
令和元年度自治推進委員
しまだ情報：夏休み子ども食糧支援
事業／学校給食市民試食会／ ICT
利活用促進モデル事業募集／市民
文化祭作品募集／家庭教育講演
会／島田夏まつり参加者募集 など
しまいく
スポーツ INFO
図書館だより
掲示板
けんこうナビ（6 月）
便利帳（6 月）
彩りもう一品／緑茶化のススメ
新島田の逸品／高校生、島田のお仕
事現場を行く！／モンゴルのあれこれ
ハツラツらいふ
市政羅針盤／みんなのひろば
島田人：植野修さん

毎月15日発行

Tomorrow明日の自分へ 

　４月から、大井川鐵道の整備士と
して働く一杉さんは、幼い頃から SL
の大ファン。学生時代には、三島市
にある SL の汽笛を直すなど、多くの
人にその魅力を伝えてきました。
　「大井川鐵道では、平日も含めほ
ぼ毎日、蒸気機関車が運行していま
す。私にとって、SL とは“生きもの”
のようなもの。日によって違う汽笛
の音色など、さまざまな表情を見せ
てくれます。これからは、現場で多
くを学び、SL の魅力をより広く発
信していきたいです」

― 19 歳の笑顔

一
ひ と す ぎ

杉夏
な つ き

来さん（金谷根岸町）

表紙 COVER STORY

東光寺境内で厳か
に奉納された日吉神
社の猿舞。大勢の
見物客が見守る中、
300 年以上前から
伝わる民俗芸能を、
2 人の地元小学生が
披露しました。
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Shimada city's initial budget for the 2019 fiscal year

令
和
元
年
度

予
算

当初
　

第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
に

沿
っ
た
市
政
運
営
は
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
将
来
像
を
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る 

安
心
の
ま
ち 

島
田
」
と

し
、「
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
の
幸

福
度
の
向
上
」と
、根
底
に
流
れ
る

縮
充
の
考
え
を
市
政
運
営
の
柱
と

し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
受

け
入
れ
つ
つ
、将
来
に
夢
や
希
望

が
持
て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
島
田
市

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く「
７

つ
の
挑
戦
」に
挑
み
ま
す
。

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く　
つ
の
挑
戦

市
議
会
２
月
定
例
会
に
お

い
て
、令
和
元
年
度
当
初

予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
し
た
主
要
事
業
や
歳

入
・
歳
出
の
内
訳
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

市
長
施
政
方
針

2月8日に記者発表された当初予算

多
く
の
大
事
業
を
確
実
に
推
進

問
財
政
課 
☎︎
３
６-

７
１
２
３

7

　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

　
　
の
醸
成

島
田
で
の
暮
ら
し
に
喜
び
や
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
、こ
の
ま
ち

へ
の
誇
り
と
「
島
田
愛
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
後
押
し
す
る
と
と

も
に
、「
島
田
市
緑
茶
化
計
画
」の

さ
ら
な
る
深
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
　
手
法
の
積
極
的
な
活
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
日
々
蓄
積

す
る
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な
げ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
を
、全
国
の
基
礎
自
治
体
に
先

駆
け
て
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
コ
ン
パ
ク
ト 
プ
ラ
ス 

ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り

居
住
や
、商
業
・
福
祉
な
ど
の
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
地
域
拠
点

に
集
約
す
る
と
と
も
に
、複
数
の

拠
点
間
を
公
共
交
通
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
な
ど
に
よ
り
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
も
持
続
可
能
な
都
市
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
観
光
に
よ
る

　
　
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

新
東
名
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
お
よ
び
旧
金
谷

中
学
校
跡
地
に
今
後
、新
た
に
誕

生
す
る
交
流
拠
点
に
加
え
、Ｓ
Ｌ

や
蓬
萊
橋
、川
越
街
道
や
川
根
温

泉
と
い
っ
た
多
彩
な
地
域
資
源

を
活
か
し
、地
域
全
体
で
稼
げ
る

仕
組
み
を
構
築
し
、観
光
で
地
域

経
済
を
牽け

ん
い
ん引
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
健
康
に
よ
る

　
　
幸
せ
づ
く
り

急
速
に
進
行
す
る
超
高
齢
社
会

に
対
応
す
る
た
め
に
、健
康
な
市

民
を
増
や
し
、健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
年
度
か
ら
、国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
を
対
象
に
、特
定
健
診

の
完
全
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
末
に
完
成
す
る

「
田
代
の
郷
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
」を
始

め
、幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
の
憩

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
施
策
の

　
　
さ
ら
な
る
充
実

子
育
て
施
策
は
市
の
大
き
な
強

み
で
あ
り
、そ
の
成
果
は
子
育
て

世
代
が
中
心
と
な
る
30
代
の
転
入

が
、５
年
連
続
で
転
出
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
ま

す
。
保
育
料
の
第
２
子
半
額
・
第

３
子
以
降
無
償
化
や「
マ
マ
ハ
ロ
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、新
た
に

各
家
庭
に
担
当
保
健
師
を
付
け
、

気
軽
に
相
談
し
や
す
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
「
島
田
市
版
ネ

ウ
ボ
ラ
」に
、県
内
初
の
取
り
組
み

と
し
て
挑
戦
し
ま
す
。

　
　
教
育
に
よ
る
未
来
の

　
　
人
材
づ
く
り

外
国
語
指
導
助
手
の
増
員
や
ロ

ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
に
触
れ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
学

校
再
編
方
針
に
つ
い
て
は
、検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

7 6

5

3 2 1
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○民間保育所等施設型給付費　
○島田第四小学校改築事業　
○田代の郷多目的スポーツ・レクリエーション広場整備事業

○大津小学校屋内運動場耐震化事業　
○教育用コンピュータ整備経費（小中学校）
◎島田市版ネウボラ事業

◎プレミアム付商品券事業　
○茶生産施設等整備事業
○ＩＣＴ推進プロジェクト事業
◎林道橋りょう点検事業　
◎中小企業・小規模企業振興推進会議運営事業　
◎観光総合戦略推進事業
◎遊休不動産リノベーション応援事業

○消防救急広域事務委託費　
○新病院建設に係る一般会計繰出金　
○養護老人ホームぎんもくせい管理運営経費　
○建築物耐震改修促進事業　
◎成年後見制度支援体制構築事業　
◎家計改善支援事業
○フッ化物応用等歯科保健普及事業

令和元年度当初予算に計上した主
要事業について、島田市総合計画
で取り組む７つのテーマに分けて
紹介します。

◎は、令和元年度の新規事業です。

主要事業

19 億 2,784 万円
9 億 9,900 万円

3 億 1,400 万円
1 億 4,171 万円

8,220 万円
−

4 億 8,659 万円
1 億 1,217 万円
1 億　435 万円

1,612 万円
801 万円
799 万円
300 万円

12 億　940 万円
10 億 3,909 万円
1 億 3,610 万円

6,978 万円
480 万円
454 万円
347 万円

子育て・教育環境が充実するまちづくり

地域経済を力強くリードするまちづくり 安全ですこやかに暮らせるまちづくり

整備が進む多目的スポーツ・レクリエーション広場（伊太）

Pepper（ペッパー）プログラミング体験学習 建設工事が進む新しい島田市民病院

教育

地域 安全

7つのテーマ

令和元年度2

3 1

Education

Community Safety
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○クリーンセンター長寿命化事業　
○ガス化溶融施設管理運営経費　
○コミュニティバス運行管理経費　
○合併処理浄化槽設置助成事業　
○中古住宅活用促進事業　
◎森林環境整備促進事業
◎住宅用省エネルギー利用設備設置促進事業

○賑わい交流拠点整備事業　
○ふじのくにフロンティア推進区域整備事業
○簡易水道建設改良事業　
○橋りょう長寿命化修繕・耐震事業　
○向島町公園整備事業　　
◎大井川左岸旧堤線改良事業
○空港周辺プロジェクト推進事業

○文化施設管理運営経費　
○島田大祭事業費補助金
○移住・定住促進事業　
○地域おこし協力隊派遣事業　
◎歴史資源利活用事業　
○シティプロモーション推進事業
○文化芸術推進計画策定事業

◎市役所新庁舎整備事業　
○自治会活動支援事業
◎旧金谷庁舎跡地利活用事業
◎デジタルマーケティング施策推進事業
○地方公営企業法適用化事業
○協働のまちづくり推進事業
◎第２期総合戦略策定事業

10 億 1,202 万円
8 億 7,997 万円
2 億 8,518 万円
1 億 1,786 万円

2,483 万円
885 万円
800 万円

10 億 5,338 万円
5 億 6,531 万円
5 億 1,846 万円
2 億 1,550 万円

7,338 万円
5,550 万円
3,127 万円

1 億 7,768 万円
3,650 万円
1,376 万円
1,310 万円
1,234 万円

813 万円
598 万円

2 億 1,462 万円
3,458 万円
2,554 万円
1,908 万円
1,800 万円
1,085 万円

493 万円

住みよい生活環境があり、自然とともに生きるまちづくりひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり人口減少社会に挑戦する経営改革

コミュニティバス（JR島田駅北口）環境型観光・健康施設の整備予定地（旧金谷中学校跡地）

「島田市緑茶化計画」関連商品の展示（島田市博物館）現在の島田市役所本庁舎

環境基盤

文化経営

46

57

EnvironmentInfrastructure

CultureManagement
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会計名 予算額 前年度
対比

Ⅰ 一般会計 425 億 3,235 万円 11.3%

Ⅱ 特別会計 214 億 3,292 万円 △ 0.6%

　国民健康保険事業 91 億 8,686 万円 △ 5.1%

　簡易水道事業 6 億 5,193 万円 66.3%

　土地取得事業 7 億 3,944 万円 15.0%

　休日急患診療事業 1,744 万円 1.5%

　公共下水道事業 10 億 8,887 万円 △ 21.9%

　介護保険事業 84 億 5,116 万円 3.7%

　介護サービス事業 8,012 万円 13.3%

　後期高齢者
　医療事業 12 億 1,710 万円 0.6%

Ⅲ 企業会計 210 億 6,393 万円 11.8%

　水道事業 18 億 4,339 万円 5.2%

　病院事業 192 億 2,054 万円 12.4%

合計 850 億 2,920 万円 8.2%

性質 区分 構成比率

消費的経費 61.8％

人件費 13.7％

物件費 19.2％

扶助費 19.6％

補助費等 9.0％

維持補修費 0.3％

投資的経費 16.8％
普通建設事業費 16.7％

災害復旧事業費 0.1％

その他の経費 
21.3％

公債費 11.0％

繰出金 6.7％

投資及び出資金等 3.6％

予備費 0.1％ 0.1％

　

島
田
市
の
会
計
は
、一
般
会
計
と
特

別
会
計
、そ
し
て
企
業
会
計
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、

産
業
経
済
、教
育
な
ど
市
の
全
般
的
な

事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、保
険
料
な
ど
特
定
の

収
入
で
事
業
を
行
う
会
計
で
、事
業
の

収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、一
般
会
計

と
経
理
を
区
分
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
８
つ
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、事
業
収
入
に
よ
り
公

共
の
利
益
を
目
的
に
経
営
す
る
事
業
の

会
計
で
、現
在
、水
道
事
業
と
病
院
事
業

に
企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
衛
生
費
は
、ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
事
業
に
伴
う
し
尿
処
理

費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

14
億
４
６
２
９
万
円（
31
・
６
％
）の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、土
木
費
は
、島
田
金
谷
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
開
発

事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比

10
億
４
１
３
７
万
円（
24
・
３
％
）の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、農
林
業

費
は
、森
林
施
業
補
助
事
業
の
減
な
ど

に
よ
り
、前
年
度
比
１
億
９
４
９
万
円

（
8.7
％
）の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計別予算額

市
の
会
計
の
構
成

一
般
会
計
当
初
予
算

歳出の性質別構成比率

425億3,235万

市民1人当たりの
歳出予算はおよそ 43万1,600円
※平成31年3月31日現在の人口9万8,546人で算出。
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区分
残高見込額（単位：万円）

増減率
H30年度末 R1年度末

一般会計 386 億
5,896

403 億
    251 4.3％

簡易水道
事業

5 億
5,455

10 億
2,728 85.2％

公共下水
道事業

39 億
7,547

38 億
2,527 △ 3.8％

水道事業 19 億
      81

20 億
1,546 6.0％

病院事業 41 億
4,686

72 億
    261 73.7％

合計 492 億
3,665

543 億
7,313 10.4％

【
歳
出
の
部（
目
的
別
分
類
）】

民
生
費
／
児
童
、高
齢
者
、障
害
者
福
祉

な
ど

公
債
費
／
市
債
の
返
済
金
と
利
子
の
支

払
い

教
育
費
／
学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど

衛
生
費
／
保
健
事
業
や
ご
み
処
理
な
ど

土
木
費
／
道
路
・
河
川
・
公
園
の
整
備
、

市
営
住
宅
の
管
理
な
ど

総
務
費
／
電
算
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
・
住

民
登
録
、庁
舎
の
維
持
管
理
な
ど

【
歳
出
の
部（
性
質
別
分
類
）】

扶
助
費
／
生
活
扶
助
、医
療
扶
助
な
ど

物
件
費
／
施
設
の
保
守
管
理
お
よ
び
一

般
事
務

普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
の
新
設
、改

良
や
施
設
の
新
増
築
な
ど

繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
、企

業
会
計
へ
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

【
歳
入
の
部
】

市
税
／
市
民
税
な
ど
市
に
納
め
ら
れ
た

税
金

繰
入
金
／
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
会
計

か
ら
入
れ
る
お
金

分
担
金
・
負
担
金
／
保
育
所
入
園
者
の

負
担
金
な
ど

地
方
交
付
税
／
市
町
村
の
実
状
に
合
わ

せ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

国
庫（
県
）支
出
金
／
国（
県
）か
ら
の
補
助

金
、負
担
金
な
ど

市
債
／
市
が
借
り
入
れ
る
お
金

　
用
語
の
解
説

【
歳
入
】

　
自
主
財
源
で
は
、前
年
度
比
で
見
る

と
、繰
入
金
が
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

の
増
な
ど
に
よ
り
３
億
８
８
６
１
万
円

（
17
・
６
％
）
の
増
額
、さ
ら
に
、諸
収
入

が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
売
払
収
入
の

増
な
ど
に
よ
り
３
億
６
４
０
３
万
円

（
38・０
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、分
担
金
お
よ
び
負
担
金
が
民
間
保

育
所
入
園
者
負
担
金
の
減
な
ど
に
よ
り

８
５
６
８
万
円（
21
・
５
％
）の
減
額
と

な
り
、自
主
財
源
比
率
は
前
年
度
比
3.0

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
で
は
、県
支
出
金
が
静

岡
空
港
隣
接
地
域
賑
わ
い
空
間
創

生
事
業
費
補
助
金
等
の
減
に
よ
り

１
億
９
１
５
７
万
円
（
5.9
％
）
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、市
債
は
衛
生

債
、土
木
債
な
ど
の
借
入
の
増
に
よ
り

22
億
３
５
０
万
円（
57
・
９
％
）の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

市債年度末残見込額

歳出の内訳（構成比：％）

※数値は端数処理で調整。※数値は端数処理で調整。

※数値は端数処理で調整。

歳入の内訳（構成比：％）

令和元年度

一般会計当初予算 

民生費
132 億 5,628 万円

（31.2％）

衛生費
60 億 2,636 万円

（14.2％）

土木費
53 億 2,848 万円（12.5％）

教育費
49 億 1,452 万円

（11.5％）

公債費
46 億 7,552 万円

（11.0％）

総務費
40 億 8,412 万円

（9.6％）

市税
143 億 4,109万円

（33.7％）

その他（繰入金、
分担金・負担金、
繰越金など）
53億9,989万円

（12.7％）

その他（農林業費、
商工費、消防費など）
42 億 4,707万円（10.0％）

歳出歳入
425億
3,235万円

425億
3,235万円

市債
60 億 820 万円

（14.2％）

国庫支出金
58 億 6,850 万円

（13.8％）

地方交付税
52 億円（12.2％）

県支出金
30 億 3,067万円

（7.1％） その他（地方消費税交付金など）
26 億 8,400 万円（6.3％）

依

存

源

財

自主財源197億4,098万円（46.4％）
依存財源227億9,137万円（53.6％）

自

主

源

財



まちの
だい

4 月 28 日 ｜ つながる楽しさを実感

　島田市障がい者福祉連絡会が「バリアフリーて
けてけ隊・春の島田市商店街探検ツアー」を開催。
しまだ元気市と併せ、多くの人でにぎわいました。
　心のバリアフリーを広める目的で始まった同イ
ベントは、今回で 5 回目。会場のおび通りでは、
ステージショーが行われたほか、工作やメイク体験
ブースなどが設けられ、障害の有無に関わらず誰も
がつながりを楽しめる一日となりました。

   Shim
ada

82019-5　

4 月19 日 ｜ 活発な新茶の商いを願い

　島田地域で新茶シーズンの幕開けを告げる新茶
初取引式が行われ、早朝から生産者や茶商など多く
の茶業関係者が集まりました。
　鐘の合図で商談がスタートすると、買い手は拝見
盆に広げられた新茶の出来栄えを確かめ、売り手
と互いにそろばんを弾いて価格を交渉。値が決ま
るたび、会場には両者が「シャン・シャン・シャン」と威
勢良く行う手合わせの音が響きました。

4 月 29 日 ｜ 昭和の名車が大集結

　第 4 回「昭和のモーターショー」が島田市博物館
で開催され、昭和時代に活躍した名車約 100 台が
県内外から一堂に会しました。
　会場には、1960 〜70 年代の車を中心に、国産
車のほかドイツやイギリスなど国内外の貴重な名
車・旧車を数多く展示。来場者は、運転席やエンジ
ンルームをのぞいたり記念撮影をしたりして、昭和
の空気を懐かしんでいました。



4 月 23 日 ｜ 春を誘う新茶の香り

　新茶シーズンの到来を PR するため、市役所ロ
ビーで島田市茶業振興協会島田支部による呈茶
サービスが行われました。
　茶葉は、牧之原台地で 20 日に収穫・製茶された
ばかりの「やぶきた」。日本茶インストラクターらが
丁寧に淹

い
れ、茶娘から来庁者に振る舞われました。

26 日までの期間中、多くの人が香り豊かで滋味あ
ふれる新茶を、一足早く堪能していました。
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4 月19 日 ｜ かれんな花々が満開

　千葉山ハイキングコースにある「どうだん原」で、
ドウダンツツジの花が見頃を迎えました。
　「スカイペンションどうだん」から15 分程歩いた
先に、約 8,000 本のドウダンツツジが自生してい
ます。春にはスズランのような釣り鐘状の白い花を
咲かせ、漢字で「満天星」と書くその名のとおり、そ
の情景は夜空に浮かぶ星々を思わせます。かれん
な花々は、訪れたハイカーたちを和ませていました。

4 月 24 日 ｜ 新病院の現場を見学

　新市民病院の建設現場で開かれた建設工事見学
会に、島田北幼稚園の園児約 80人が招かれました。
　子供たちは、建設予定地である現市民病院の東
側駐車場で進む「くい打ち」や「免震基礎工事」を見
学。施工業者の案内で現場の作業構台を回った
園児は皆、巨大なタワークレーンの動く姿や重機が
地下にくいを打ち込む様子を間近で見て、歓声を上
げていました。
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認定証の授与を受けた 5 団体と審査委員の皆さん

あ･ら･か･る･と市政

中
日
本
高
速
道
路
㈱
と
高
齢
者
見
守
り
協
定
を
締
結

問
長
寿
介
護
課 

☎
３
４-

３
２
９
３

　　

３
月
29
日
、市
と
中
日
本
高
速
道
路
㈱

は
、高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
社
は
、高
速
道
路
の
工
事
や
点
検
、周
辺

側
道
の
管
理
巡
回
な
ど
の
業
務
を
通
じ
て
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
で
は
、日
常
業
務
に
あ
た
る
社

員
が
、高
齢
者
の
異
変
に
気
付
い
た
際
、市

や
市
内
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
染
谷
市
長
は
「
高
齢
者
が
、地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
も
、見
守
り
ネ
ッ
ト

協定書を手にする上
う え さ き

崎裕
ゆたか

氏と染谷市長

ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
。
協
定
は
心
強
い
」

と
、感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

第
２
回
し
ま
だ
市
民
遺
産
で
新
た
に
５
件
認
定

問
博
物
館
課 

☎
３
６-

７
９
６
７

　
市
は
、こ
れ
ま
で
地
域
が
大
切
に
守
り
続

け
、こ
れ
か
ら
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い

「
わ
が
ま
ち
の
宝
」を
、し
ま
だ
市
民
遺
産
と

し
て
認
定
。
そ
の
第
２
回
認
定
証
の
授
与

式
が
、３
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
17
件
に
加
え
、今
回
新
た
に

５
件
を
認
定
。
認
定
さ
れ
た
市
民
遺
産
は
、

文
化
財
で
は
な
い
も
の
の
、ど
れ
も
古
い

歴
史
を
持
ち
、各
地
域
で
大
切
に
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
染
谷
市
長
は「
こ
の
認
定

を
機
に
、市
全
体
に
市
民
遺
産
を
知
っ
て

も
ら
い
、わ
が
ま
ち
の
宝
と
し
て
誇
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

【
認
定
さ
れ
た
市
民
遺
産
】開
拓
の
鐘
、お
き

き
の
地
蔵
尊
、お
せ
ん
女
踊
り
、智
満
寺
の

鬼
払
い
、増ま

す
だ田
五ご

ろ
う
え
も
ん

郎
右
衛
門
の
墓・記
念
碑

４
月
１
日
付
け
新
規
採
用
職
員
ら
に
辞
令
を
交
付

問
人
事
課 

☎
３
６-

７
１
３
５

　

４
月
１
日
、島
田
市
職
員
の
新
規
採
用

と
人
事
異
動
に
伴
う
辞
令
交
付
式
が
、市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、33
人
の
新
規
採
用
職
員
を
含

む
60
人
に
、染
谷
市
長
か
ら
辞
令
を
交
付
。

新
規
採
用
職
員
を
代
表
し
て
、柿か

き
も
と本
春は

る
な奈
事

務
員
が
「
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、誠
実
か

つ
公
正
に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

市長から辞令を受ける新規採用職員

第
１
回
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
を
開
催

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
１
６
３

　
「
第
11
回
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ

バ
テ
ィ
」
に
向
け
て
、運
営
の
事
業
計
画
な

ど
を
検
討
す
る
第
１
回
実
行
委
員
会
を
、４

月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、こ
れ
ま
で「
全
国
ラ
ン
ニ
ン

グ
１
０
０
撰
」
に
10
年
連
続
で
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
委
員
会
は
第
11
回
大
会
を
、10

月
27
日
㈰
に
開
催
す
る
こ
と
を
承
認
。
今

ま
で
以
上
に
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
「
お

も
て
な
し
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
運
営

を
目
指
し
ま
す
。
大
会
会
長
の
染
谷
市
長

は「
さ
ら
に
進
化
し
て
、ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば

れ
る
大
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

議事を進行する岩
いわはら

原実行委員長と染谷市長
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伊
太
和
里
の
湯 

オ
ー
プ
ン　
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

災
害
救
助
に
必
要
な
物
資
供
給
協
定
を
５
者
が
締
結

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
３
９
４

　

田
代
の
郷
温
泉
・
伊い

た

わ

り

太
和
里
の
湯
が

オ
ー
プ
ン
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、４
月
20

日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
太
和
里
の
湯
に
は
、平
成
21
年
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、約
１
９
０
万
人
が
来
館
。
多
く

の
人
々
に
、安
ら
ぎ
と
癒
や
し
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
染
谷
市
長
は「
伊

太
地
区
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、無
事
に
10

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
温
泉
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、抽
選
会
や
ヤ
マ

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
３
２
０

　

３
月
29
日
、金
谷
物
流
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
㈱
タ
カ
ラ
・
エ
ム
シ
ー
と
、地
元
で

あ
る
志
戸
呂
・
大
代
自
治
会
、ガ
ス
供
給
事

業
者
の
エ
ネ
ジ
ン
㈱
が
、染
谷
市
長
立
ち

会
い
の
も
と
、災
害
時
の
物
資
供
給
に
つ

い
て
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
タ
カ
ラ
・
エ
ム
シ
ー
で
は
、同
セ
ン
タ
ー

内
に
災
害
用
ガ
ス
発
電
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
た
こ
と
に
よ
り
、非
常
時
に
炊
き
出
し

設
備
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
同

社
と
地
元
自
治
会
で
は
既
に
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、今
回
は
ガ
ス
提
供
者
で
あ
る

エ
ネ
ジ
ン
を
加
え
、新
た
に
５
者
で
協
定

くす玉を割り10 周年を祝う関係者協定締結に参加した５者

メ
の
つ
か
み
取
り
、露
店
市
な
ど
が
行
わ

れ
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

を
締
結
。
有
事
に
備
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

10

広
報
紙
と
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

問
広
報
情
報
課 

☎
３
６-

７
１
１
８

　
公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
は
、
４

月
25
日
に
平
成
31
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
結
果
を
発
表
し
、「
広
報
し
ま

だ
11
月
号
」が
広
報
紙
（
市
）の
部
門
で
３

席
お
よ
び
読
売
新
聞
社
賞
を
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
市
）
の
部

門
で
入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
全
国
の
自
治

体
が
昨
年
中
に
発
行
し
た
広
報
紙
・
掲
載

写
真
、
公
開
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報

映
像
な
ど
を
対
象
に
、
表
現
力
や
企
画

力
・
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
広
報
し
ま
だ
は
、
８
年
連
続
で
同
コ
ン

ク
ー
ル
に
入
賞
す
る
と
と
も
に
、
今
回
は

２
度
目
と
な
る
読
売
新
聞
社
賞
も
受
賞
し

ま
し
た
。同
賞
は
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
や

人
物
な
ど
、
住
民
目
線
を
活
か
し
取
り
上

げ
た
作
品
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
昨
年
中
に
開

設
ま
た
は
更
新
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が

審
査
対
象
。
コ
ン
セ
プ
ト
や
広
報
機
能
、

実
用
性
や
操
作
性
な
ど
が
総
合
的
に
評
価

さ
れ
て
の
初
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
共
に
、
６
月
７
日
㈮
に
福

岡
県
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
56
回

全
国
広
報
広
聴
研
究
大
会
」
で
表
彰
さ
れ

ま
す
。今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
愛
さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
と
、
安
全

で
安
心
な
生
活
に
役
立
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
構
築
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

広報しまだ 11月号

島田市公式ホームページ
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自
治
推
進
委
員
の
第
１
回
連
絡
会
議
が

４
月
25
日
に
開
か
れ
、
68
人
の
自
治
推
進

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
各
自
治
会
か
ら
推

薦
さ
れ
、
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非
常

勤
の
公
務
員
で
す
。
市
と
自
治
会
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

【
自
治
推
進
委
員
の
役
割
】

◉
広
報
紙
な
ど
の
文
書
の
配
布

◉
連
絡
会
議
へ
の
出
席

◉
市
か
ら
の
依
頼
事
項
へ
の
協
力

問市民協働課 ☎ 36-7403

金谷  

菊
神

北き
た
が
わ川 

和か
ず
あ
き明

 

牧
の
原

加か
と
う藤 

洋よ
う
い
ち一

 

姫
宮
町 

鈴す
ず
き木　

聰
さ
と
し

 

金
谷
元
町

塚つ
か
も
と本 

孝た
か
ゆ
き之

 

天
王
・
二
軒
家

松ま
つ
も
と本　

博
ひ
ろ
し

 

金
谷
中
央

鈴す
ず
き木 

貞さ
だ
よ
し良

 

栄
・
代
官

木き

だ田 

輝て
る
お男

 

学
園
通
り

鈴す
ず
き木 

康や
す
お男

 

金
谷
泉
町

暮く
れ
ば
や
し林 

善ぜ
ん
ご吾

 

金
谷
東
町

海う
ん
の野　

 

正
た
だ
し

 

北
五
和

坂さ
か
し
た下　

 

修
お
さ
む

 

横
岡

松ま
つ
も
と本 

啓け
い
じ二

 

竹
下

杉す
ぎ
や
ま山 

八は
ち
ろ
う郎

 

牛
尾
区

永な
が
い井　

 

正
た
だ
し

 

島

鈴す
ず
き木 

良よ
し
ひ
ろ博

 

志
戸
呂

杉す
ぎ
や
ま山 　

幸
み
ゆ
き

 

大
代

河か
わ
む
ら村 

隆た
か
お夫

川根  

家
山

藁わ
ら
し
な科　

 

博
ひ
ろ
し

 

抜
里
葛
籠

鈴す
ず
き木 

眞ま
さ
ゆ
き之

 

身
成

原は
ら
だ田 

昌ま
さ
ひ
こ彦

 

笹
間

岡お
か
む
ら村　

 

裕
ひ
ろ
し

第５ 

旭
町

鈴す
ず
き木 

光み
つ
じ治

 

御
仮
屋
町

土つ
ち
や屋 

直な
お
す
け亮

六合  

道
悦
島

長な
が
た田 

守も
り
ま
さ正

 

阿
知
ケ
谷・東
光
寺
曽そ

ね根 

鋭え
い
じ治

 

岸
町

伊い
と
う藤 

裕ゆ
う
じ次

 

東
町　

園そ
の
だ田　

 

穣
ゆ
た
か

大津 

大
津

杉す
ぎ
も
と本 

静し
ず
お雄

大長・伊久身  

伊
太
区

増ま
す
だ田 

文ふ
み
お男

 

相
賀

小お
ぐ
り栗 

定さ
だ
お夫

 

神
座
・
鵜
網

中な
か
ざ
わ澤 

雄ゆ
う
ぞ
う藏

 

伊
久
身　

仲な
か
や
す安　

 

寛
ひ
ろ
し

初倉  

湯
日

仲な
か
だ田 

義よ
し
や
す安

 

色
尾
沼
伏

本ほ
ん
だ田 

雄ゆ
う
ぞ
う三

 

旧
初

太お
お
た田 

克か
つ
み巳

 

谷
口

大お
お
い
し石 

和か
ず
お雄

 

大
柳

大お
お
は
た畑 

達た
つ
よ
し由

 

中
河

中な
か
む
ら村 　

浩こ
う

 
井
口

河か
わ
も
り守 

宗む
ね
ゆ
き之

 

南
原 

太お
お
た田 

末す
え
ひ
ろ廣 

 

岡
田

山や
ま
む
ら村 　

隆
た
か
し

 

月
坂

山や
ま
し
た下 

雅ま
さ
お男

第３  

横
井
町

山や
ま
だ田 

修し
ゅ
う
へ
い兵

 
中
央
第
三 

河か
わ
べ邉 

道み
ち
お雄

 
本
通
六
丁
目

加か
と
う藤 

敏と
し
つ
ぐ次

 

南
町

渡わ
た
な
べ邉　

 

勇
い
さ
む

 

高
砂
・
宝
来

一ひ
と
こ
と言 

充み
つ
お男

第４  

本
通
三
丁
目・幸
町
岡お

か
だ田 

和か
ず
ひ
ろ広

 

本
通
四
丁
目・柳
町
佐さ

の野 
芳よ

し
お雄

 

大
津
通

村む
ら
も
と本 
眞ま

さ
や也

 

本
通
七
丁
目

前ま
え
だ田 

政ま
さ
き樹

 

祇
園
・
新
田

森も
り
し
た下
源げ

ん
た
ろ
う

太
郎

 

花
み
ず
き
中
央

髙た
か
う
ら浦 

庄し
ょ
う
じ治

 

元
島
田

山や
ま
だ田 

義よ
し
お雄

 

元
島
田
東
町

千ち

ば葉 

雅ま
さ
よ
し賢

 

松
葉
町

廣ひ
ろ
せ瀬 

哲て
つ
じ司

地区

自
治
会
名

氏
名（
敬
称
略
）

第 1  

河
原
町

平ひ
ら
ぐ
ち口 

政ま
さ
お男

 

稲
荷
町

岡お
か
む
ら村 

雅ま
さ
き樹

 

向
谷
町

大お
お
い
け池 

一か
ず
お夫

 

向
谷
元
町　

伊い
と
う藤 

治は
る
お男

 

三
ッ
合
町

秋あ
き
た田 

廣ひ
ろ
お夫

第２  

本
通
一
丁
目

新し
ん
ま間 

康や
す
ひ
ろ博

 

大
井
町　

西に
し
む
ら村　

進
す
す
む

 

中
央
第
二

竹た
け
ば
や
し林
健け

ん
じ
ろ
う

次
郎

 

向
島
町　

齊さ
い
と
う藤　

 

修
お
さ
む

 

宮
川
町

大お
お
い
わ岩 

壮そ
う
じ次

 

中
溝
町

小お
ざ
わ澤 

啓け
い
じ次

 

若
松
町

福ふ
く
い井 　

敬
た
か
し

令和元年度

自治推進委員
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六
合・初
倉
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
で
き
ま
す

▼
六
合
・
初
倉
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。
市
民
課
お
よ
び
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、カ
ー
ド
の
申

請
に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮
影
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
物
／
本
人
確
認
書
類
２
点
（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、保
険
証
な
ど
）、

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

問
市
民
課 

☎
３
６-

７
１
９
４

改
元
に
伴
う
年
表
示
の
取
り
扱
い

▼
市
が
作
成
す
る
文
書
や
通
知
の
日
付
に

は
、従
来
か
ら
和
暦
を
使
用
し
て
お
り
、改

元
日
以
降
は
「
令
和
」
を
用
い
て
い
ま
す
。

諸
事
情
に
よ
り
「
平
成
31
年
度
」「
平
成
32

す
る
た
め
、新
居
の
取
得
・
賃
貸
・
引
っ
越

し
費
用
を
、１
世
帯
あ
た
り
30
万
円
を
上

限
と
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯

◉
平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和
２
年
３
月

31
日
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、受
理
さ
れ

た
世
帯

◉
平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和
２
年
３
月

31
日
に
、結
婚
を
機
に
新
た
に
市
内
に

住
宅
を
購
入
ま
た
は
賃
借
し
、引
っ
越

し
を
し
た
世
帯

◉
補
助
金
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、市
内

に
住
所
を
有
し
て
お
り
、婚
姻
届
提
出

時
の
年
齢
が
と
も
に
34
歳
以
下

◉
平
成
30
年
分
（
４
月
〜
５
月
に
申
請
す

る
場
合
は
平
成
29
年
分
）
の
夫
婦
の
所

得
の
合
計
額
が
３
４
０
万
円
未
満

※
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る
場
合

は
、返
済
額
を
所
得
か
ら
控
除
し
ま
す
。

◉
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
・
補

助
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い

◉
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

対
象
経
費
／
平
成
31
年
１
月
１
日
〜
令
和

２
年
３
月
31
日
の
転
入
・
転
居
に
か
か

る
次
の
費
用

◉
新
規
の
住
宅
購
入
費
・
賃
料
・
敷
金
・
礼

金・共
益
費・仲
介
手
数
料

◉
引
っ
越
し
費
用
（
引
っ
越
し
業
者
ま
た

は
運
送
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
）

※
補
助
対
象
期
間
は
、夫
婦
が
同
居
を
開

始
し
て
か
ら
の
期
間
で
す
。

※
応
募
が
多
数
の
場
合
、年
度
の
途
中
で

も
事
業
が
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

年
３
月
31
日
」の
よ
う
に「
平
成
」を
用
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、法
律
上
の
効
果

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、新

元
号
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
行
政
総
務
課 

☎
３
６-

７
１
３
２

夏
休
み
子
ど
も
食
糧
支
援
事
業

▼
市
で
は
、給
食
が
な
く
な
る
夏
休
み
期

間
中
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人PO

PO
LO

・
島

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
、食
糧

支
援
と
相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

提
供
す
る
食
糧
は
、企
業
や
市
民
か
ら
の

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
利
用
し
ま
す
。

対
象
／
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
て
、

食
糧
支
援
を
希
望
す
る
家
庭

申
請
期
間
／
６
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

利
用
料
／
無
料

配
布
期
間
／
７
月
22
日
㈪
〜
８
月
30
日
㈮

※
配
布
場
所
は
、申
請
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
方
法
／
直
接
福
祉
課
へ
、ま
た
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人PO

PO
LO

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み

　

:http://npo-popolo.org

問
福
祉
課 

☎
３
６-

７
１
５
８

中
古
住
宅
購
入
奨
励
金

▼
子
育
て
世
代
が
中
古
住
宅
を
購
入
す
る

際
、最
大
２
０
０
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

【
主
な
対
象
条
件
】

◉
中
学
生
以
下
の
子
を
持
つ
父
ま
た
は
母

◉
購
入
し
た
住
宅
に
５
年
以
上
住
む
こ
と

◉
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る

こ
と

◉
父
母
の
所
得
の
合
計
が
５
０
０
万
円
未

島田市役所
〒427-8501 島田市中央町１番の１
☎ 0547-37-5111 ㈹
ＦＡＸ 0547-37-8200 ㈹
HP : http://www.city.shimada.

shizuoka.jp

　
　
　
お
知
ら
せ 

満
で
あ
る
こ
と

◉
市
内
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い
な
い
こ
と

【
奨
励
金
の
額
】

住
宅
取
得
分
／
融
資
額
の
２
分
の
１
（
最

高
１
０
０
万
円
）

子
育
て
分
／
中
学
生
以
下
の
子
が
１
人
の

場
合
30
万
円
、２
人
の
場
合
40
万
円
、３

人
の
場
合
50
万
円

改
修
分
／
融
資
額
の
２
分
の
１
（
最
高

50
万
円
）

※
対
象
と
な
る
要
件
な
ど
、詳
し
く
は
建
築

住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
奨
励
金
は
、制
度
の
見
直
し
を
行

う
た
め
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。
新
た

な
制
度
に
つ
い
て
は
、そ
の
内
容
が
決

定
し
、申
請
が
可
能
に
な
っ
た
段
階
で
、

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課 

☎
３
６-

７
１
９
３

第
２
次
島
田
市
環
境
基
本
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

▼
第
２
次
島
田
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定

か
ら
５
年
が
経
過
し
た
た
め
、計
画
の
目

標
や
各
課
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、後
期
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
策
定
の
際
に
は
、地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）を
新
し
い

章
と
し
て
追
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。計
画
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課 

☎
３
６-
７
１
４
５

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

▼
市
で
は
、新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
応
援
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６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

第
61
回
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
「
い
つ
も
の
む 

い
つ
も
の
水
に 

日
々
感
謝
」

▼
期
間
中
は
水
道
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
、関
係
機
関
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
ま
す
。
家
庭
で
も
災
害
に
備
え
、

飲
料
水
の
備
蓄・点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
水
道
課 

☎
３
５-

２
１
０
７

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

平
成
30
年
度
実
績
の
縦
覧

▼
伊
久
身・大
長・大
津・五
和・川
根
地
区

に
支
払
わ
れ
て
い
る
交
付
金
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
、縦
覧
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
６
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

と
こ
ろ
／
農
林
課（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

【
平
成
30
年
度
事
業
実
績
】

協
定
締
結
面
積
／
94
万
９
９
１
２
㎡

協
定
締
結
集
落
数
／
25
集
落

交
付
金
総
額
／
７
９
１
万
９
３
８
９
円

問
農
林
課 

☎
３
６-

７
１
６
８

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
募
集

▼
島
田
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
経
営

改
善
や
事
業
拡
大
を
目
指
す
事
業
者
を
支

援
し
ま
す
。
実
証
実
験
と
し
て「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
る
提
案
を

募
集
し
、成
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ

る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

募
集
提
案
事
業
／
市
内
事
業
者
に
よ
る
生

産
性
向
上
、新
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
創

出
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
に
つ
な
が
る
モ
デ
ル
事
業

募
集
期
間
／
５
月
20
日
㈪
〜
６
月
21
日
㈮

提
案
者
の
要
件
／
次
の
全
て
を
満
た
す
者

◉
本
事
業
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
た
成
果

の
公
表
に
協
力
で
き
る
者

◉
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
事
業
者

◉
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

事
業
費
／
１
提
案
あ
た
り
、原
則
と
し
て

２
０
０
万
円

選
考
方
法
／
６
月
下
旬
の
審
査
会
で
審
査

の
上
、委
託
候
補
者
を
選
定

※
事
業
実
施
期
間
は
、委
託
契
約
締
結（
７

月
中
旬
）
〜
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

応
募
方
法
／
直
接
ま
た
は
郵
送
で
戦
略
推

進
課
へ
提
案
書
を
提
出

　
〒
４
２
７-
８
５
０
１ 

戦
略
推
進
課
宛

※
提
出
書
類
な
ど
、詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
戦
略
推
進
課 

☎
３
６-
７
１
２
７

学
校
給
食
市
民
試
食
会

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
と
試

食
を
行
い
、栄
養
教
諭
か
ら
衛
生
面
に
配

慮
し
た
調
理
作
業
や
献
立
作
成
、食
事
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い

る
給
食
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
６
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫
・
26
日
㈬ 

い
ず
れ
も
午
前
11
時
40
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
／
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
者

定
員
／
各
日
15
人
程
度

試
食
代
／
２
６
０
円

持
ち
物
／
箸
、飲
み
物
、試
食
代

申
し
込
み
／
６
月
12
日
㈬
ま
で
に
、氏
名
・

連
絡
先
・
参
加
人
数
を
電
話
で
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

問
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
３
８-

１
２
８
１

問
学
校
給
食
課 

☎
３
３-

３
０
５
５

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
び
サ
ポ
」
か
ら

の
お
知
ら
せ

【
市
産
業
関
連
補
助
金 

説
明
会
】

▼
産
業
関
連
補
助
金
や
支
援
制
度
を
有
効

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
／
５
月
23
日
㈭ 

午
後
２
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
歩ぽ

ぽ

ろ
歩
路

対
象
／
中
小
企
業
者
、小
規
模
事
業
者
、創

業・起
業
予
定
者
な
ど

内
容
／
創
業
か
ら
課
題
解
決
に
活
用
で
き

る
補
助
金
お
よ
び
制
度
の
説
明
な
ど

定
員
／
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
／
５
月
22
日
㈬
ま
で
に
、電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
び
サ
ポ
へ

【
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
嶋
田
塾
２
期
生
募
集
】

▼
市
内
の
中
小
企
業
経
営
者
や
起
業
を
目

指
す
人
な
ど
に
、実
践
的
な
学
び
の
場
を

提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル「
嶋
田
塾
」

の
第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
は
、元
法
政
大
学
大
学
院
教
授

の
坂さ

か
も
と本

光こ
う
じ司

氏
が
塾
長
を
務
め
、各
分
野

の
講
師
に
よ
る
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社

づ
く
り
」や「
い
い
会
社
の
経
営
手
法
」な

ど
の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
６
月
〜
３
月（
全
10
回
）

と
こ
ろ
／
し
ま
だ
音
楽
広
場

対
象
／
次
の
全
て
を
満
た
す
者

◉
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
経
営

に
携
わ
っ
て
い
る
者

◉
市
内
で
起
業・創
業
を
考
え
て
い
る
者

◉
全
て
の
講
義
に
出
席
で
き
る
者

受
講
料
／
７
万
円（
視
察
研
修
費
を
除
く
）

定
員
／
20
人

申
し
込
み
／
５
月
24
日
㈮
ま
で
に
、入
塾
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
お
び
サ
ポ
へ

※
入
塾
申
込
書
は
、お
び
サ
ポ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

:https://obisapo.jim
do.com

問
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
お
び
サ
ポ

　
☎
５
４-

５
７
６
０

　
FAX
５
４-

５
７
６
５

　
〒
４
２
７-

０
０
２
２

　
　
島
田
市
本
通
２
丁
目
１-

２

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム 

補
助
団
体
募
集

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、世
界
に
発
信
で
き
る
独
自
の
文

化
・
芸
術
を
創
造
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。
市
内
の
文
化
資
源
や
担
い
手
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、従
来
の

文
化
・
芸
術
活
動
に
新
た
な
視
点
や
発
想

を
取
り
入
れ
た
独
創
性
の
高
い
事
業
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、５
人

以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、公
序
良

俗
に
反
せ
ず
、政
治
・
宗
教
・
営
利
・
慈
善

を
目
的
と
し
な
い
団
体

　
　
　
お
知
ら
せ 

　
　
　
募
集 
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補
助
対
象
事
業
／
市
内
で
行
わ
れ
る
文

化
・
芸
術
活
動
で
、次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
事
業

◉
市
内
の
潜
在
的
な
地
域
資
源
を
取
り
込

ん
だ
も
の
で
、文
化
・
芸
術
と
地
域
産

業
・
観
光
・
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

が
連
携
し
、新
た
な
視
点
・
発
想
を
取
り

入
れ
た
独
創
性
に
富
ん
だ
事
業

◉
障
害
者
・
高
齢
者
・
子
ど
も
・
外
国
人
な

ど
、市
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
人
が
参
加
し
、

交
流
で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
事
業

◉
文
化
・
芸
術
を
地
域
ま
た
は
社
会
的
課

題
へ
の
対
応
に
生
か
し
た
も
の
で
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
継
続
が
期
待
さ

れ
る
事
業

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３

以
内（
上
限
50
万
円
、２
件
程
度
）

申
込
期
限
／
６
月
５
日
㈬
ま
で

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課 

☎
３
６-

７
９
６
６

芸
術
文
化
奨
励
賞 

候
補
者
募
集

▼
島
田
市
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
候
補
者

を
、広
く
市
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
で
、音

楽
・
文
芸
・
美
術
・
舞
踏
・
演
劇
な
ど
の
芸

術
分
野
に
お
い
て
、市
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
向
上
に
寄
与
す
る
優
れ
た
業
績

を
挙
げ
、将
来
一
層
の
活
躍
が
期
待
で

き
る
者（
団
体
）

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人
、そ
の
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務

部
門 

無
料
（
展
示
に
必
要
な
装
備
・
経

費
は
応
募
者
負
担
）

応
募
方
法

▽
審
査
展
示
部
門
／
作
品
に
出
品
票
を
添

え
て
、指
定
日
時
に
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
へ

◉
文
芸 

８
月
２
日
㈮ 

第
１
会
議
室

◉
写
真 

８
月
24
日
㈯ 

第
１
会
議
室

◉
ペ
ン
書
道 

８
月
25
日
㈰ 

視
聴
覚
室

◉
絵
画 

８
月
31
日
㈯ 

視
聴
覚
室

◉
書
道 

９
月
５
日
㈭ 

視
聴
覚
室

※
搬
入
時
間
は
、午
前
10
時
〜
正
午
で
す
。

た
だ
し
、写
真
と
書
道
は
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
で
す
。

▽
無
審
査
展
示
部
門
／
９
月
６
日
㈮ 

午

前
10
時
〜
正
午
に
、出
品
票
を
プ
ラ
ザ

お
お
る
り
第
１
会
議
室
へ

問
島
田
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

☎
３
６-

５
４
２
０

問
社
会
教
育
課 

☎
３
６-

７
９
６
６

第
６
回 

島
田
市
女
性
議
会 

参
加
者
募
集

▼
市
で
は
、明
治
９
年
の
浜
松
県
公
選
民

会
の
代
議
人
選
挙
で
、市
内
横
岡
の
女
性

が
初
め
て
投
票
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
由

来
し
て
、７
月
30
日
を「
島
田
市
男
女
共
同

参
画
の
日
」
に
制
定
し
て
い
ま
す
。
女
性

議
会
は
、こ
の
日
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

女
性
の
市
政
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
模
擬
議
会

で
、今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。
実
際

の
議
場
で
、市
政
に
対
す
る
意
見
や
提
案

を
発
言
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
７
月
30
日
㈫ 
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
10
分

と
こ
ろ
／
島
田
市
議
会
議
場

す
る
者

④
市
に
関
係
が
あ
る
者
と
し
て
、市
長
が

特
に
認
め
た
者
（
市
出
身
で
顕
著
な
活

躍
を
す
る
芸
術
家
な
ど
）

報
賞
／
賞
状
、賞
金

応
募
条
件
／
市
内
で
活
動
す
る
文
化
団
体

長
の
推
薦
ま
た
は
３
人
以
上
の
個
人
の

推
薦（
自
薦
は
不
可
）

応
募
方
法
／
７
月
１
日
㈪
ま
で
に
、関
係

書
類
を
直
接
社
会
教
育
課
へ

※
提
出
書
類
は
、社
会
教
育
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
社
会
教
育
課 

☎
３
６-

７
９
６
６

　
FAX
３
７-

２
５
０
０

第
62
回
市
民
文
化
祭 

作
品
募
集

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

（
中
学
生
以
上
）、市
文
化
協
会
員
、市
内

の
教
室
に
所
属
す
る
人

展
示
期
間
／
①
10
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰ 

②

11
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰ 
③
11
月
22
日

㈮
〜
24
日
㈰ 

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

応
募
作
品

▽
審
査
展
示
部
門
／
文
芸（
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
な
ど
）、絵
画
、ペ
ン
書
道
、書
道
、

写
真（
自
由
作
品・島
田
の
魅
力
部
門
） 

▽
無
審
査
展
示
部
門
／
山
野
草
、手
編
み
、

水
墨
画
、華
道
、押
し
花
、絵
手
紙
、絵

画
、手
芸
、ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、書
道
、写

真
（
う
ち
ら
の
孫
写
真
）、陶
芸
、版
画
、

植
物
画
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、裂
織
な
ど

出
品
料
／
審
査
展
示
部
門 

１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）、無
審
査
展
示

応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の

女
性（
募
集
人
数
は
８
人
）

応
募
方
法
／
６
月
21
日
㈮
ま
で
に
、応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
市

民
協
働
課
へ

※
応
募
用
紙
は
、市
役
所
・
図
書
館
・
こ
ど

も
館
・
公
民
館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先
／
〒
４
２
７-

８
５
０
１ 

（
住
所

不
要
） 

市
民
協
働
課
宛

　
℻
３
７-

８
２
０
０

*shim
inkyodo@

city.shim
ada.

　

 lg.jp

問
市
民
協
働
課 

☎
３
６-

７
１
２
１

モ
ン
ゴ
ル
友
好
親
善
使
節
訪
問
団 

募
集

▼
一
般
訪
問
団
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
、

現
地
の
市
民
と
交
流
を
深
め
ま
す
。
滞
在

中
は
、島
田
市
学
生
親
善
使
節
と
一
緒
に

ナ
ラ
ン
外
国
語
学
校
を
訪
問
し
た
り
、さ

ま
ざ
ま
な
文
化
・
観
光
名
所
を
巡
り
、モ
ン

ゴ
ル
の
文
化
を
体
験
し
ま
す
。

と
き
／
８
月
５
日
㈪
〜
10
日
㈯（
予
定
）

と
こ
ろ
／
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
ほ
か

※
富
士
山
静
岡
空
港
を
発
着
す
る
、チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

対
象
／
ど
な
た
で
も

定
員
／
10
人

参
加
費
／
約
25
万
円

申
し
込
み
／
６
月
14
日
㈮
ま
で
に
、申
込
書

と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
を
直
接
事
務
局
へ

問
島
田
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
文
化

資
源
活
用
課
内
） 

☎
３
６-

７
３
９
０
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島
田
夏
ま
つ
り 

参
加
者
募
集

と
き
／
８
月
３
日
㈯・４
日
㈰

と
こ
ろ
／
本
通
り
商
店
街　

募
集
内
容
／
イ
ベ
ン
ト
、パ
レ
ー
ド
、島
田

楽
市（
本
通
七
丁
目
付
近
）へ
の
参
加

申
し
込
み
／
６
月
７
日
㈮
ま
で
に
、応
募

用
紙
を
事
務
局
へ

※
応
募
用
紙
は
、商
工
会
議
所
、地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
歩ぽ

ぽ

ろ
歩
路
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

島
田
市
商
店
街
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

:http://shim
adasyoutengai.com

問
島
田
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
会
議
所
内
）
☎
３
７-

７
１
５
５

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
６
４

パ
パ
は
子
ど
も
と
親
子
体
操
！

マ
マ
は
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

【
親
子
体
操
】

対
象
／
市
内
在
住
の
２・３
歳
児
と
父
親

と
こ
ろ
／
金
谷
公
民
館 

集
会
室
１・２

持
ち
物
／
飲
み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル

※
運
動
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

講
師
／
味み

も
と元
菜な

み

こ
美
子
氏
（
日
本
３
Ｂ
体
操

協
会
）

【
ヨ
ガ
】

対
象
／
市
内
在
住
の
２・３
歳
児
の
母
親

と
こ
ろ
／
金
谷
公
民
館 

和
室

持
ち
物
／
飲
み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル
、ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
裸
足
に
な
れ
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

講
師
／
水み

ず
た
に谷
小さ

え枝
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

【
共
通
】

と
き
／
６
月
15
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時

定
員
／
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
／
６
月
９
日
㈰
ま
で
に
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
金
谷
公
民
館
へ

問
金
谷
公
民
館 

☎
４
６-

５
６
２
９

　
FAX
４
６-

３
５
４
６

家
庭
教
育
講
演
会

今
こ
の
時
期
に
育
て
た
い
こ
こ
ろ
と
力

▼
子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
の
た
め
に
、発

達
段
階
に
沿
っ
た
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
、子
育
て
に
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

と
き
／
７
月
６
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ
／
金
谷
夢
づ
く
り
会
館 

ホ
ー
ル

対
象
／
子
育
て
中
の
保
護
者
、家
族
、子
育

て
を
応
援
し
て
い
る
人
、関
心
が
あ
る
人

講
師
／
白し

ら
い井

博ひ
ろ
み美

氏
（
い
ぬ
か
い
小
児
科 

公
認
心
理
師・臨
床
心
理
士
）

定
員
／
４
０
０
人（
先
着
順
）

託
児
定
員
／
先
着
25
人
（
市
内
在
住
の
未

就
学
児
の
み
、要
事
前
申
し
込
み
）

申
し
込
み
／
６
月
21
日
㈮
ま
で

に
、電
話
、ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
電
子
申
請

問
社
会
教
育
課 

☎
３
６-

７
９
６
３

中
国
料
理
教
室 

参
加
者
募
集

▼
中
国
人
講
師
を
招
い
て
、本
場
の
中
国

料
理
を
作
り
ま
す
。
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

小
籠
包
、キ
ャ
ベ
ツ
と
春
雨
の
炒
め
物
、 

ト

ウ
ミ
ョ
ウ
と
豆
腐
ス
ー
プ
の
３
品
で
す
。

と
き
／
６
月
29
日
㈯ 

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
プ
ラ
ザ
お
お
る
り 

栄
養
指
導
室

対
象
／
市
内
在
住
者

定
員
／
20
人

参
加
料
／
国
際
交
流
協
会
員
１
２
０
０

円
、一
般
１
４
０
０
円

申
し
込
み
／
不
要
。
直
接
会
場
へ

問
島
田
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
文
化

資
源
活
用
課
内
） 

☎
３
６-

７
３
９
０

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
親
学
講
座

▼
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
ご
家
族

の
た
め
の
連
続
親
学
講
座
で
す
。
子
ど
も

の
自
立
に
向
け
て
良
好
な
家
族
関
係
を
築

く
た
め
に
、家
族
が
健
康
で
気
持
ち
に
ゆ
と

り
が
持
て
る
よ
う
、講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、講
座
と
は
別
に
、自
由
な
語
り
合
い

の
機
会「
ゆ
っ
た
り
座
談
会
」を
設
け
ま
す
。

と
き・内
容

▽
連
続
親
学
講
座 

①
７
月
18
日
㈭ 

そ

の
暴
力
的
行
動
は
な
ぜ
起
こ
る
？ 

②

９
月
19
日
㈭ 

社
会
復
帰
そ
れ
ぞ
れ
の

道 

③
11
月
14
日
㈭ 

将
来
の
財
源
を
ど

う
や
り
く
り
す
る
？ 

④
１
月
（
日
付
未

定
）リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

　

①
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

③
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
ゆ
っ
た
り
座
談
会 

⑤
６
月
27
日
㈭ 

⑥
８

月
29
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
か
ら 

フ
リ
ー

ト
ー
ク
と
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
こ
ろ
／
①
②
⑥
市
役
所
会
議
棟 

Ｃ
会

議
室 

③
市
役
所
会
議
棟
大
会
議
室 

⑤

市
役
所
会
議
棟
Ａ
会
議
室

対
象
／
悩
み
を
抱
え
る
当
事
者
や
家
族

講
師
／
①
②
三み

も
り森
重し

げ
の
り則
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ

ン
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
）③
池い

け
や谷
て
る
代よ

氏

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

連
続
講
座
の
申
し
込
み
／
７
月
11
日
㈭
ま

で
に
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
社
会

教
育
課
へ（
連
続
で
な
く
て
も
可
）

※
ゆ
っ
た
り
座
談
会
は
、申
し
込
み
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課 

☎
３
６-

７
９
６
３

　
FAX
３
７-

２
８
８
０

健
康
ウ
オ
ー
ク

【
島
田
の
歴
史
文
化
を
訪
ね
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
約
９
km
）】

と
き
／
５
月
26
日
㈰ 

（
受
け
付
け 

午
前

８
時
30
分
〜
50
分
）

集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
島
田
駅
北
口

コ
ー
ス
／
Ｊ
Ｒ
島
田
駅
〜
蓬
萊
橋
〜
中
條

景
昭
之
像
〜
今
井
信
郎
屋
敷
跡
〜
七
福

神
小
路
〜
蓬
萊
橋
〜
Ｊ
Ｒ
島
田
駅

【
用
宗
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
約
４
km
）】

と
き
／
６
月
16
日
㈰
（
受
け
付
け 

午
前
８

時
30
分
〜
45
分
）

集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
島
田
駅
北
口

コ
ー
ス
／
Ｊ
Ｒ
島
田
駅
〜
Ｊ
Ｒ
用
宗
駅
〜

持も
ち
ぶ
ね
じ
ょ
う
せ
き

舟
城
跡
〜
大
雲
寺
〜
用
宗
港

【
共
通
】

参
加
費
／
１
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

持
ち
物
／
飲
み
物
、昼
食
（
自
由
）、雨
具
・

杖つ
え（

適
宜
）、参
加
費
、電
車
賃

申
し
込
み
／
不
要
。
直
接
集
合
場
所
へ

問
島
田
５
０
０
０
歩
会
事
務
局

　
☎
３
６-

１
１
１
２

問
健
康
づ
く
り
課 

☎
３
４-

３
２
８
２

　
　
　
教
室
・
講
座 

　
　
　
イ
ベ
ン
ト 

　
　
　
募
集 
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国保特定健診・後期高齢者健診が無料になります
問国保年金課保健事業係 ☎ 34-3295

国民健康保険税の税率が変わります
問国保年金課保険税係 ☎ 36-7178

　　　お知らせ

　　　お知らせ

▶特定健康診査・後期高齢者健診とは、メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする、生活習慣病
の早期発見を目的とした健診です。今年度から、健診費
用が無料になりました。これまで受診したことがない人も、
この機会にぜひ受診してください。病気の早期発見・早期
回復や、生活習慣病の予防のために、年１回は健診を受け、
健康状態を確認しましょう。
受診対象者
▷国保特定健診：島田市国民健康保険被保険者の 40 〜

74 歳
▷後期高齢者健診：市内在住の後期高齢者医療被保険者
健診項目（両健診共通）／問診・診察、身体測定、血圧測定、

▶国民健康保険税の基礎課税額分資産割を廃止します。
これに伴い、令和 2 年度から 4 年度までの間、段階的に
所得割を引き上げます。変更点は下の表のとおりです。皆
さんのご理解とご協力をお願いします。
※後期支援分および介護納付金分については、税率の変

更はありません。

尿検査、血液検査
※医師が必要と認めた場合、心電図検査・眼底検査を実

施します（無料）。
オプション検査（有料）／心電図検査
※希望する場合は、実施医療機関にお申し込みください。
※国保特定健診対象者は 510 円、後期高齢者健診対象

者は受診医療機関により金額が異なります。
健診実施期間／６月１日㈯〜令和２年２月 29 日㈯
※期間中に、実施医療機関で受診してください。
持ち物／受診票、保険証
※受診対象者には、受診票および通知を郵送しています。

詳しくは通知をご覧ください。

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 令和４年度

基
礎
課
税
額
分

所得割 5.1％ 5.1％ 5.8％ 6.2％ 6.6％

資産割 20％ 廃止 − − −

均等割 27,800 円 27,800 円 27,800 円 27,800 円 27,800 円

平等割 21,600 円 21,600 円 21,600 円 21,600 円 21,600 円

■ 国民健康保険税率改正の概要

Q なぜ税率の変更が必要なの？
A 県を国民健康保険の財政運営主体とする新たな国民健
康保険制度開始のために、静岡県と県内 35 市町が、国民健
康保険料率などの統一に向けた協議をし、将来の安定的運
営を目的とした運営方針が定められました。今回の改正は、
この方針に従って実施するものです。

医療機関名 電話番号
石田医院☆ 35-1144
市山医院☆ 37-3286
おかにし内科クリニック☆ 38-7211
小沢クリニック☆ 35-2278
片岡医院 36-5104
神川整形外科医院☆ 37-5236
きむら島田駅南クリニック 37-1155
齋藤医院 35-3315
さくらいファミリークリニック 36-3826
しのざき消化器科・内科医院☆ 33-1100
島田西山医院 37-7208
鈴木内科医院 37-5165

医療機関名 電話番号
はなみずき通りクリニック☆ 33-5550
藤井医院☆ 35-4949
藤本外科医院☆ 38-6088
松永医院 37-1232
水野医院☆ 38-0003
八木医院 36-8880
よしとみクリニック☆ 33-0333
よねだクリニック☆ 37-4099
レシャード医院 34-0500
六合整形外科 33-1130
市立島田市民病院健診センター☆ 35-1601
金谷平成クリニック☆ 54-5963

■ 実施医療機関一覧（☆は要事前予約）
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          問子育て応援課 ☎ 36-7159

          問島田市ファミリー・サポート・センター ☎ 35-1851

地
域
で
育
児
の
助
け
合
い

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
委
託

会
員
）と
支
援
し
た
い
人（
受
託
会
員
）

が
会
員
に
な
り
、地
域
で
育
児
を
助
け

合
う
組
織
で
す
。
受
託
会
員
は
、子
育

て
の
経
験
が
あ
る
人
で
、受
託
会
員
研

修
会
を
受
講
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

援
助
内
容

◉
保
護
者
が
用
事
を
済
ま
す
間
、受
託

会
員
自
宅
で
の
預
か
り

◉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
へ

の
送
迎
な
ど

対
象
／
０
歳
（
生
後
２
カ
月
）
〜
小
学

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
保

護
者

利
用
料
金
／
１
時
間
６
０
０
〜
７
０
０

円（
入
会
金・年
会
費
は
無
料
）

委
託
会
員
／
必
ず
利
用
前
に
、電
話
で

セ
ン
タ
ー
へ

受
託
会
員
要
件

◉
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
れ
る
人

◉
子
育
て
の
経
験
を
生
か
し
、社
会
参

加
を
し
て
み
た
い
人

◉
会
員
研
修
会
を
受
講
し
た
人

【
受
託
会
員
研
修
会
】

と
き
／
６
月
13
日
㈭
・
19
日
㈬
・
27
日

㈭
、７
月
５
日
㈮・11
日
㈭

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

※
６
月
13
日
の
み
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
こ
ど
も
館 

多
目
的
室

※
６
月
13
日
の
み
島
田
消
防
署
会
議
室

申
し
込
み
／
電
話
で
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
物
／
筆
記
用
具

※
６
月
13
日
は
動
き
や
す
い
服
装
。

地域で育児をサポートします

ファミリー・サポート・センター会員募集

児童手当・特例給付と母子家庭等医療費助成の申請が始まります

現況届・助成申請は 6 月末までに

　
※
16
日
㈰
は
、市
役
所
子
育
て
応
援

課
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

　
　 

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん
の
、

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、子
育
て
応
援
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、５
月
中
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

引
き
続
き
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、６

月
中
に
更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
人
に
対
し
、寡

婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
30
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
で
、次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

◉
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
、母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭

の
母・父
と
そ
の
子
ど
も

◉
両
親
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
子
ど

も
助
成
額
／
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額

の
全
額
（
入
院
時
食
事
標
準
負
担
額

分
は
除
く
）

申
請
期
間
／
６
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

※
７
月
以
降
の
申
請
の
場
合
、申
請
日

の
翌
日
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類
／
戸
籍
謄
本
、健
康
保
険
証

（
申
請
者
と
子
ど
も
）、申
請
者
名
義

の
通
帳
、印
鑑

※
平
成
31
年
１
月
１
日
以
前
に
市
外

に
住
ん
で
い
た
人
は
、所
得
（
課
税
）

証
明
書
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当・特
例
給
付

　

中
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
保
護
者
が
、

６
月
以
降
の
児
童

手
当
・
特
例
給
付
を

受
給
す
る
た
め
に

は
、６
月
末
ま
で
に「
児
童
手
当
・
特
例

給
付
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

７
月
以
降
に
提
出
し
た
場
合
、11
月
以

降
の
振
り
込
み
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、２
０
１
９
年
２
〜
５
月
分
手

当
の
振
込
日
は
、６
月
14
日
㈮
で
す
。

提
出
書
類

◉
児
童
手
当・特
例
給
付
現
況
届

※
対
象
者
に
支
払
通
知
と
一
緒
に
郵
送

◉
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
そ
の
他
、別
途
書
類
の
提
出
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
／
６
月
28
日
㈮
ま
で
（
郵
送

可
。
当
日
消
印
有
効
）

提
出
場
所
／
子
育
て
応
援
課
、各
支
所

地
域
総
合
課

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）

※
公
務
員
は
、勤
務
先
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

【
休
日
受
付
を
行
い
ま
す
】

と
き
／
６
月
15
日
㈯・16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
市
役
所
子
育
て
応
援
課
、初

倉
公
民
館
、六
合
公
民
館
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お知らせ

▼
10
月
27
日
㈰
に
開
催
す
る
「
第
11

回
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ

バ
テ
ィ
」
の
全
国
一
斉
エ
ン
ト
リ
ー

に
先
立
ち
、市
民
限
定
で
先
行
エ
ン

ト
リ
ー
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
10

ｋｍ
の
定
員
を
前
回
よ
り
４
０
０
人

増
や
し
ま
し
た
。

先
行
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

５
月
17
日
㈮ 

正
午
か
ら

申
込
方
法
／
①R

ラ

ン

テ

ス

U
N

T
ES

:http://runnet.jp

②S

ス

ポ

ー

ツ

PO
RTS E

エ
ン
ト
リ
ー

N
T

RY

　
:http://sportsentry.ne.jp

③
電
話
申
込

☎
０
５
７
０-

０
３
９-

８
４
６

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
平
日
の
み
受
け
付
け

【
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

ス
タ
ー
ト
／
午
前
９
時 

市
役
所
前

参
加
料
／
７
５
０
０
円

参
加
資
格
／
18
歳
以
上

（
高
校
生
は
除
く)

定
員
／
８
０
０
０
人

【
10
ｋｍ
の
部
】

ス
タ
ー
ト
／
午
前
10
時

30
分 

リ
バ
テ
ィ
（
陸

上
競
技
場
付
近
）

参
加
料
／
４
０
０
０
円

（
高
校
生
３
０
０
０
円
）

定
員
／
１
６
０
０
人

参
加
資
格
／
15
歳
以
上

（
中
学
生
は
除
く
）

申
し
込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、参
加
料
を
添
え
て
６
月

14
日
㈮
ま
で
に
、直
接
島
田
市
体
育

協
会
事
務
局（
お
お
る
り
２
階
）へ

㉄
島
田
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
３
６-

７
２
１
９

し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン

 リ
バ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集

▼
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ
バ

テ
ィ
の
大
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

千ち
ば
ま
さ
こ

葉
真
子
さ
ん
に
よ
る
、小
・
中
学
生

向
け
の
マ
ラ
ソ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
／
６
月
16
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
島
田
市
陸
上
競
技
場

対
象
／
市
内
の
小
・
中
学
生
（
小
学
生

は
３
年
生
以
上
）

定
員
／
１
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
し
込
み
／
各
学
校
に
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、５

月
31
日
㈮
ま
で
に
直
接
観
光
課
へ

ス
ポ
ー
ツ
教
室「
男
の
ト
ラ
ン
ポ
」

参
加
者
募
集

▼
ト
ラ
ン
ポ
ウ
オ
ー
ク
と
は
、ミ
ニ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
て
行
う
運
動
で

す
。
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
く
、手
軽

に
始
め
ら
れ
ま
す
。

と
き
／
６
月
18
日
・
25
日
、７
月
２
日

（
全
て
火
曜
日
）
午
後
７
時
30
分
〜

９
時

と
こ
ろ
／
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ 

軽
体
操
室

対
象
／
成
人
男
性

定
員
／
30
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
６
０
０
円（
初
回
に
集
金
）

申
し
込
み
／
５
月
27
日
㈪
以
降
に
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み

物
、タ
オ
ル

第
13
回
市
民
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

自
治
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
き
／
７
月
14
日
・
21
日
・
28
日（
予
備

日
は
８
月
４
日
。
全
て
日
曜
日
）

と
こ
ろ
／
大
井
川
緑
地
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
／
自
治
会
内
に
住
ん
で
い

る
社
会
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
９

人
に
満
た
な
い
場
合
は
、他
自
治
会

か
ら
３
人
以
内
で
補
充
可
）

※
補
充
し
て
も
チ
ー
ム
編
成
が
で
き

な
い
場
合
は
、他
自
治
会
と
の
合
同

チ
ー
ム
の
編
成
も
可
能
で
す
。

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

「第11回しまだ大井川マラソンinリバティ」
市民先行エントリー開始

in

みんなで走るコツを学びます
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▶島田図書館２階に設置している「志太教科書セン
ター」では、小・中学校、特別支援学校で使う教科書
や、学習指導要領などを見ることができます。教科
書などは展示期間以外であれば、どなたでも1 人 10
冊まで、２週間借りることができます（図書館の本の
貸し出し冊数には含まれません）。
展示期間／５月 31日㈮〜７月６日㈯

イベント
■ ぬいぐるみの図書館お泊まり会に参加してみよう ■ 金谷図書館特集コーナー

　「あなたにとって男女共同参
画って？」

【島田】 1日㈯、2日㈰、8日㈯、9 日㈰、
15日㈯、22日㈯☆

【金谷】 8 日㈯❀、22 日㈯❀
【川根】 19 日㈬❀、22 日㈯❀
時間／午後 2 時 30 分〜3 時
　❀：午前 10 時 30 分〜11 時
　☆：午前・午後とも開催

▶６月 23 日㈰〜29 日㈯は「男女共同
参画週間」です。金谷図書館では、男
女共同参画について考えるための本
を集めて、特集コーナーに展示します。
性別を問わず、新たな発見ができる本
がたくさんあります。この機会にぜひ、
特集コーナーをのぞいてみてください。
展示期間／６月１日㈯〜30 日㈰

■ 教科書展示会を開催します ■ 6 月のおはなし会
お知らせ

▶自分の大切なぬいぐるみを、図書館にお泊まりさせてみませんか。ぬい
ぐるみたちが、夜の館内を探検する様子を撮影した写真をプレゼントしま
す。さらに、ぬいぐるみが持ち主にお薦めの本を選んでくれて、借りること
ができます。
とき／①７月 20 日㈯ 午後２時〜３時 ② 21日㈰ 午後２時〜２時 30 分
ところ／島田図書館 児童フロア（おび・りあ３階）
内容／①受け付け・おはなし会参加後に、ぬいぐるみの預かり
　②ぬいぐるみを迎えに来た後、本の貸し出し
対象／島田・静岡・藤枝・焼津・牧之原・菊川・掛川・御前崎市、吉田・川根本町

に在住する平成 23 年４月２日〜平
成 28 年４月１日生まれ（３歳〜小学
２年生）の子どもと、ぬいぐるみ１体

定員／ 10 組（初めての子を優先。応
募多数の場合は抽選）

申し込み／６月４日㈫〜９日㈰の開館時
間内に、電話または直接島田図書館
カウンターへ

■ よかたい先生
私のおすすめの一冊

水俣
また

病患者に寄りそって、いつも弱い者の味
方だった原田先生。「自然を汚すことは、人

間の未来と命を汚すことになる。あったことを忘
れないでほしい」という言葉を残しています。と
てもためになる本です。

今月の紹介者 内
う ち だ

田倭
や ま と

翔さん
（六合小学校図書委員）

【6 月の休館日】
共通／ 3 日㈪・10 日㈪・17 日㈪・24 日㈪・26 日㈬
特別図書整理／島田 27 日㈭〜７月２日㈫、金谷 12 日㈬

〜16 日㈰、川根 ６日㈭〜９日㈰

■ おすすめの一冊情報
タイトル／よかたい先生
　〜水俣から世界を見続け

た医師 原
は ら だ

田正
まさずみ

純〜
文・絵／三

み え だ

枝三
み な こ

七子
出版／学研教育出版
ページ数／ 133 ページ

トピックス

ぬいぐるみたちが本を選んでくれます

みな



「掲示板」は、市民から市民への情報コーナーです。掲載内容は、広報紙の持つ公共
性や公益性を尊重し、市および市民が不利益を被らないものとします。掲載方法など、
詳しくは電話でお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。
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█ 第 58 回「島田市民音楽祭」
問島田市音楽協会 ☎ 34-2172（杉

す ぎ う ら

浦）
とき／6 月 9 日㈰ 午後１時 30 分開演
ところ／プラザおおるりホール
入場料／ 300 円（当日券あり）
出演団体／【第１部（合唱）】初倉コーラス幹、コール・シクラ

メン、コラール・ヴェルツ、コラール・アミ、混声合唱団しま
だファミリー、グッドフェロー

　【第 2 部（器楽）】島田ギターアンサンブル、リバティーフ
ルートアンサンブル、島田マンドリンアンサンブル、島田
フィルハーモニー管弦楽団、島田交響吹奏楽団

主催／島田市音楽協会

█ 初心者向け「釣り教室」参加者募集
問大井川非出資漁業協同組合 ☎ 37-3048 ℻ 37-3192
　:http://www.ooigawa-gyokyo.or.jp
とき／6 月15 日㈯午前 9 時〜正午（増水時延期）
ところ／伊久美川（やまゆり周辺）
内容／①親子エサ釣り ②鮎友釣り入門編
　魚の習性や竿の扱い方などの簡単な講義の後、指導員と

魚釣りに挑戦します。
参加料／無料
定員／①②各 15 人
その他／釣り具の貸し出しあり（持ち込み可）。小学生以下

は、必ず保護者同伴
申し込み／6 月 5 日㈬までに、ホームページまたは電話で

問い合わせ先へ

█看護学校等進路説明・相談会
問（公社）静岡県看護協会静岡県ナースセンター
　☎ 054-202-1761
▶高校生だけでなく、看護職を目指して進学を考えている
社会人なども対象とした相談会です。
とき／ 7 月 6 日㈯ 午後 1 時〜 4 時
ところ／グランシップ 10 階 会議室（静岡市駿河区）
対象／高校生、看護職資格取得を考えている学生・社会人、

合計 300 人程度
内容／県内の看護学校などによる個別説明・相談、看護の

仕事や学校生活についての相談、県の担当者による支援
制度についての相談

参加費／無料
申し込み／一般の人は直接会場へ（高校生は学校で一括申

し込み）
相談できる学校／島田市立看護専門学校など 21 校

█ 第 7 回ジュニエコ in しまだ 参加者募集
問島田市商工会 ☎ 45-4611 ℻ 45-3754
▶５人１組での模擬株式会社設立から、商品の企画・制作／
事業計画の作成／模擬銀行から融資を受けるためのプレ
ゼン／販売実践／決算／納税／会社の解散までを体験でき
るプログラム。「自ら考え、自ら決める」起業体験ができます。
対象／市内の小学５・６年生および中学生
とき／７〜12 月で合計６回
※詳しくは、学校で配布されるパンフレットをご覧ください。
申し込み／6 月 30 日㈰までに、学校で配布される申込用

紙を直接またはファクスで商工会へ

█ 税務職員採用試験 受験者募集（高校卒業程度）
問名古屋国税局人事第二課 ☎ 052-951-3511
受験資格／平成 31 年４月１日の時点で、高校または中等

教育学校の卒業日の翌日から起算して、３年を経過して
いない者。または、令和２年３月までに卒業見込みの者

申し込み／6 月17 日㈪〜26 日㈬に、人事院ホームページ
（:http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）へ

試験日／第 1 次試験 ９月１日㈰
※詳しくは、国税局ホームページをご覧ください。

█ 商工会議所での無料相談会（秘密厳守）
問島田商工会議所 ☎ 37-7155

【金融相談・６月 5 日㈬ 午後１時〜４時】
内容／事業資金の借り入れ相談や開業資金の相談

【事業承継相談・６月13 日㈭ 午後１時〜４時】
内容／円滑な事業のバトンタッチの相談

【発明・特許相談・６月17 日㈪ 午後１時〜４時】
内容／発明・特許や知的財産権などに関する相談
※申し込みは、いずれも事前に電話で問い合わせ先へ。

█ 焼津中央高校 第 45 回オペラ公演「仮面舞踏会」
問焼津中央高校 ☎ 054-628-6000
公演日時／６月 8 日㈯・15 日㈯ 午後５時〜８時、9 日㈰・16

日㈰ 午後１時〜４時（いずれも開場は 30 分前）
ところ／焼津文化会館 大ホール
入場料／ 8 日㈯・9 日㈰ 無料、15 日㈯・16 日㈰ 500 円

█ 吉田特別支援学校 運動会
問吉田特別支援学校 ☎ 0548-23-9872
とき／６月１日㈯ 午前 9 時 20 分〜午後３時 20 分（雨天

時延期。予備日６月４日㈫）
ところ／吉田特別支援学校 運動場・体育館
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母子健康手帳交付・乳幼児健診など

★受診対象が、生年月日ごとから地区ごとに変わりました。Ａブロック：第 1・3・
５学区、六合・大津・北部地区／Ｂブロック：第 2・4 学区、初倉・金谷・川根地区

月6
種別 ところ 対象 日 時間 持ち物

母子健康手
帳交付

保健福祉センター
子育て世代包括
支援センター

市内に住民登録がある妊婦 ㈪〜㈮
（祝日休み）   9:00 〜11:30

妊娠届出書、マ
イナンバーが分
かる書類など

7 か月児
健康相談★

保健福祉センター
乳幼児室 平成 30 年 11 月生まれ

Ａブロック 4 日㈫
9:30 〜10:00

母 子健 康手帳、
バスタオル、ハン
カチ、アンケートＢブロック 11日㈫

1歳6か月児
健診★

保健福祉センター
乳幼児室ほか 平成 29 年 11 月生まれ

Ａブロック 4 日㈫
12:45 〜13:15 母子健康手帳、

アンケート
Ｂブロック 11日㈫

3 歳児健診
★

保健福祉センター
乳幼児室ほか 平成 28 年 5 月生まれ

Ａブロック 6 日㈭
12:45 〜13:15

母子健康手帳、
アンケート、朝
採った尿Ｂブロック 13 日㈭

フッ素塗布 保健福祉センター
予防健診室

① 1 歳 6 か月児 ② 2 歳児 ③ 2 歳
6 か月児 ④ 3 歳児 ⑤ 3 歳 6 か月児
※上記対象月以外で、塗布を希望す

る場合はご相談ください。

4 日㈫
6 日㈭

11日㈫
13 日㈭

13:00 〜15:30

母 子健 康手帳、
タオル、塗布 1 回
200 円
※塗布は半年ごと

受けましょう。

乳幼児相談 保健福祉センター
乳幼児室

乳幼児（要電話予約）  
※健康相談、栄養相談、離乳食相談 母子健康手帳

乳幼児
自由計測

保健福祉センター
自由計測の部屋

（1 階・小児科検
診室）

乳幼児（自由測定） ㈪〜㈮
（祝日休み）   9:00 〜11:30

離乳食
講習会

保健福祉センター
乳幼児室ほか

平成31年2 月生まれの子の保護者
託児あり（予約制） 7 日㈮

14:00 〜15:00
【受付】
託児希望あり
13:10 〜13:50
託児希望なし
13:30 〜13:50

母子健康手帳、
筆記用具、アン
ケート

食生活相談 保健福祉センター
小会議室 乳幼児からお年寄りまで（予約制）

14 日㈮ 9:00 〜12:00

25 日㈫ 13:30 〜16:30
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成人健康相談など

問健康づくり課　☎ 34-3281 ☎ 34-3282
:http://www.city.shimada.shizuoka.jp/kenko-fukushi/index.html

種別 ところ 日 時間 相談内容など

不妊・不育
専門相談 静岡市内会議室 第 2・4 土曜日 10:00 〜15:00

予約制（前日までに電話で予約してください）
県不妊・不育専門相談センター
☎ 054-204-0477
※電話相談あり（祝日を除く）：火曜日 10:00
〜19:00、土曜日10:00 〜15:00 

骨髄バンク
ドナー登録

藤枝総合庁舎
別館 2 階 20 日㈭　 11:20 〜

予約制（前日までに電話で予約してください）
県中部健康福祉センター（藤枝総合庁舎）
地域医療課 ☎ 054-644-9273

HIV抗体検査・
性感染症検査・
肝炎ウイルス

（B・C 型）検査

藤枝総合庁舎
別館 2 階

2 日㈰　 13:00 〜16:00  
予約制（前日までに電話で予約してください）
県中部健康福祉センター（藤枝総合庁舎）
地域医療課 ☎ 054-644-9273

（匿名･秘密厳守・相談無料）
※ 2 日㈰は、クラミジア検査も実施。

20 日㈭は、HTLV-1 検査も実施。
20 日㈭　 9:15 〜11:00  

精神保健福祉
総合相談

中部健康福祉
センター

4 日㈫　
19 日㈬ 13:30 〜

予約制
県中部健康福祉センター（藤枝総合庁舎）
福祉課 ☎ 054-644-9281（秘密厳守）
※こころの健康などに関すること。

依存症相談 県精神保健福祉
センター

日程などの詳細は、県精神保健福祉
センターにお問い合わせください。

予約制（㈪〜㈮ 8:30 〜17:00）
県精神保健福祉センター（静岡総合庁舎）
☎ 054-286-9245（秘密厳守）
※薬物・アルコール・ギャンブルなどへの依存。

断酒会相談 中部健康福祉
センター 19 日㈬　 13:30 〜

予約制
県中部健康福祉センター（藤枝総合庁舎）
福祉課 ☎ 054-644-9281（秘密厳守）

自死遺族支援
個別相談

県精神保健福祉
センター 5 日㈬　

13:00 〜16:00
予約制（㈪〜㈮ 8:30 〜17:00）
県精神保健福祉センター（静岡総合庁舎）
☎ 054-286-9245（秘密厳守）富士健康福祉

センター 19 日㈬

自死遺族の
つどい

ぬまづ健康福祉
プラザ（サンウェ
ルぬまづ）

15 日㈯ 13:30 〜15:30
県精神保健福祉センター（静岡総合庁舎）
☎ 054-286-9245
※ありのままの思いを語り合い、支え合う場です。



夜間の診療

問健康づくり課　☎ 34-3281 ☎ 34-3282

午後 5 時〜 7 時
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月6
とき 当番医院 （所在地） 電話番号

3日㈪ 鈴木内科医院（道悦四丁目） 37-5165

4日㈫ たぐちクリニック（日之出町） 39-5920

5日㈬ 田代クリニック（井口） 30-5550

6日㈭ 西山医院（南一丁目） 37-7208

7日㈮ 藤井医院（岸町） 35-4949

10日㈪ はなみずき通りクリニック（旗指） 33-5550

11日㈫ 牧野耳鼻咽喉科医院（向島町） 37-5814

12日㈬ 藤本外科医院（南原） 38-6088

13日㈭ 八木医院（祇園町） 36-8880

14日㈮ 水野医院（大柳南） 38-0003

17日㈪ リバティこどもクリニック
（河原一丁目） 33-0077

18日㈫ 森田眼科クリニック（中溝四丁目） 37-6022

19日㈬ ケンこどもクリニック（岸町） 32-9300

20日㈭ 六合整形外科（道悦二丁目） 33-1130

とき 当番医院 （所在地） 電話番号

21日㈮ よしとみクリニック（中央町） 33-0333

24日㈪ レシャード医院（元島田） 34-0500

25日㈫ よねだクリニック（宮川町） 37-4099

26日㈬ あきやま眼科（阪本） 38-7221

27日㈭ 安藤整形外科（旭二丁目） 33-7500

28日㈮ あらなみ皮膚科アレルギー科
クリニック（中溝町） 34-5522

※当番医または診療時間が変更になる場合があります。念
のため、当番医に電話でご確認の上、受診してください。
夜間については、志太・榛原地域救急医療センター（下
記）にご連絡ください。

【志太・榛原地域救急医療センター】☎ 054-644-0099
ところ／藤枝市瀬戸新屋 362-1（県藤枝総合庁舎東側）
診療時間／月〜木曜日　午後 7 時 30 分〜10 時
　　　　　金〜日曜日　午後 7 時 30 分〜翌朝 7 時
診療科目／月〜木曜日　内科・小児科
　　　　　金〜日曜日　内科・小児科または小児科のみ
▶小児科のみの診療日「6 月」午後 10 時～翌朝 7 時
　1日㈯・8 日㈯・15 日㈯・22 日㈯・29 日㈯

  　午後 7 時 30 分以降の診療

▶夜間診療時の持ち物 : 保険証、こども医療費受給者証、
後期高齢者医療被保険者証、飲んでいる薬

藤枝駅
JR東海道線

藤枝総合庁舎

救急医療センター

国道1号



休日の診療連絡帳 午前 9 時〜午後 5 時
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とき 当番医院（所在地）▶診療科目 電話番号

2日㈰ 高木医院（川根町身成）
▶内科、小児科 53-2006

9日㈰ 金谷眼科（金谷扇町）
▶眼科 45-0010

16日㈰ さくらい整形外科（金谷根岸町）
▶整形外科、リハビリテーション科 47-1500

23日㈰ 平井医院（金谷本町）
▶内科、消化器内科 46-2236

30日㈰ 加納医院（牛尾）
▶消化器科、循環器科、内科 45-3038

【静岡こども救急電話相談】☎＃ 8000（プッシュ回線）
専門家である看護師や小児科医がアドバイスします。
相談時間／平日：午後 6 時〜、土曜日：午後 1 時〜、日曜日・

祝日：午前 8 時〜（全て翌朝午前 8 時まで）
※プッシュ回線以外からは ☎ 054-247-9910

子ども（おおむね15 歳まで）の発熱やケガに関する相談

■　医療学習会を開催します（無料）
問島田市地域医療を支援する会 ☎ 36-1549

問健康づくり課 ☎ 34-3282

とき／6 月 22 日㈯ 午後 7 時から（参加自由）
ところ／六合公民館ロクティ
講師・テーマ／

①市民病院消化器内科 松
まつした

下雅
ま さ ひ ろ

広 主任部長
　「肝臓病について」
②介護老人保健施設さくら 三

み う ら

浦ゆり 主任介護支援
　専門員 「在宅サービスと老健の役割について」

【島田市休日急患診療所】☎ 35-1799
ところ／島田市民病院内（西側の面会者入口奥）
開設日／日曜日、祝日などの休日、12 月 30 日〜1 月 3 日
受付時間／午前 8 時 30 分〜 11 時 30 分
　　　　　午後 1 時〜 4 時 30 分
診療科目／内科･小児科（島田市医師会医師による診察）

  　休日などの診療

休日急患
診療所

休日診入口
面会者入口

正面玄関

ロータリー

健診センター

救急
センター

タ
ク
シ
ー

島田市民病院

▶休日診療時の持ち物 : 保険証、こども医療費受給者証、
後期高齢者医療被保険者証、飲んでいる薬

■　歯と口の市民フェスティバル
問島田歯科医師会 ☎ 34-0418

問健康づくり課 ☎ 34-3281

とき／６月 2 日㈰ 午前 10 時〜正午
ところ／保健福祉センター「はなみずき」
内容／◎ 8

ハチマルニイマル

020 コンクールの表彰 ◎歯と口の健康週
間図画ポスター展示（〜６月19 日㈬） ◎歯の健診・
相談・ブラッシング指導・フッ素塗布 ◎オーラルフレ
イルチェック（口の働きの衰えを調査）  ◎島田汁の
啓発 ◎大道芸・紙芝居・サイコロゲームなど

■　しまだ がん患者サロン
問市民病院医療連携室（がん相談支援センター）

 ☎ 35-2111

▶がん患者さんとご家族が集まり、お茶を飲みながら気
軽に情報交換する場です。当日は、ピアサポーターさん
も参加予定ですので、お気軽にお越しください。
とき／ 7 月 10 日㈬ 午後 2 時〜3 時 30 分
ところ／市民病院 健診センター（3 階）
対象／がん患者とその家族（他院で治療中でも可）
参加料／無料（申し込み不要）
※ピアサポーターとは、がんを体験した当事者またはそ

の家族が研修を受け、ピア（仲間）として体験を共有し
共に考えることで、がん患者さんやそのご家族などを
支援していく人のことです。
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【女性】問市民協働課 ☎ 36-7121
ところ／プラザおおるり 第 5 会議室

女性相談（要予約） 7 日㈮・21 日㈮ 13：00 〜 17：00

【女性・DV】問子育て応援課 ☎ 36-7253
ところ／市役所子育て応援課（本庁 1 階）

DV 相談など 月〜金曜日 8：30 〜 17：00

【内職】問商工課 ☎ 36-7166
ところ／市役所商工課（本庁 2 階）

内職相談
（雇用情報提供） 月・木曜日

  9：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

【水道修理当番店】
※ご自宅の給水地区をご確認の上、お問い合わせください。

とき 業者名（住所） 電話番号

 島田市水道課 ☎ 35-2107（給水区域が島田地区の人）

1 日㈯ ㈱松本興管
（横井四丁目） 35-2213

2 日㈰ ㈲佐藤設備（御仮屋町）36-2200

8 日㈯ ㈲常盤商会（宝来町） 37-2722

9 日㈰ ㈱五光設備（野田） 35-0519

15 日㈯ P・S 工業（三ツ合町）37-3157

16 日㈰ ㈲園田設備（東光寺） 36-1407

22 日㈯ ㈲秋山設備工業
（中溝町） 37-2719

23 日㈰ 朝日設備㈱
（稲荷三丁目） 36-2816

29 日㈯ ㈱太田（阪本） 38-1511

30 日㈰ ㈱杉本電設（阪本） 38-0160

 大井上水道企業団 ☎ 46-4130（給水区域が金谷地区の人）

5/26 日㈰〜 1 日㈯ ㈱増商（金谷東一丁目）45-2145

2 日㈰〜 8 日㈯ ㈲北榛設備（島） 46-1531

9 日㈰〜 15 日㈯ 森下商事㈱（金谷栄町）46-2121

16 日㈰〜 22 日㈯ ㈲カワムラ（牛尾） 46-2735

23 日㈰〜 29 日㈯ 田代配管工業所
（金谷天王町） 45-4064

30 日㈰〜 7/6 日㈯ ㈲牧野設備（金谷栄町）46-2618

 川根支所 ☎ 53-4583（給水区域が川根地区の人）

問観光課 ☎ 36-7394

【生活用品活用バンク】問生活安心課 ☎ 36-7153
ところ／市民相談係（プラザおおるり 1 階）

生活用品のリサイクル 火・木曜日 9：00 〜 16：00

【登録方法】電話または直接、市民相談係まで
「ゆずります」または「ゆずってください」、名称と

詳細、譲渡金額、住所、氏名、電話番号など
【登録品目】家具 / 電気製品 / ベビー・子ども用品 /

楽器・スポーツ用品 / 日用雑貨品 / 自転車 
【紹介】両者の条件が合う場合、市民相談係から連絡

※詳しくはホームページで。
←「ゆずります」　「ゆずってください」→

【6 月の運行日】
とき／ 1日㈯・2 ㈰・8 日㈯・9 日㈰・15 日㈯・16 日㈰・

22 日㈯・23 日㈰・29 日㈯・30 日㈰
乗車料金／１乗車 100 円（小学生以上）
　※小学生未満は、成人の同乗（有料）が必要です。

【6 月のミニ鉄道愛好家開放日】
とき／ 2 日㈰　軌道利用料金／ 1 日 1,020 円

【共通】時間／午前 10 時〜午後 5 時
（正午〜午後１時を除く）※雨天中止
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■各種相談業務は、当該施設の開館日のみに実施します。
■各種相談業務の終了時間に相談が終了するように、お

早めにお越しください。

【障害】問福祉課 ☎ 36-7270（専用電話）
ところ／市役所障害相談窓口

障害相談 月〜金曜日   8：30 〜 17：15

【青少年】問青少年育成支援センター ☎ 36-7964
ところ／プラザおおるり 社会教育課内（2 階）

青少年相談（ひきこもりほか） 月〜金曜日 9：00 〜 16：00

【産業】問おびサポ ☎ 54-5760（予約制）
ところ／島田市産業支援センター（本通二丁目）

経営相談、起業・創業支援 月〜金曜日 9：00 〜 17：00

【マイナンバー】 問市民課 ☎ 36-7194 
ところ／市役所マイナンバー受付・相談窓口（本庁 1 階）

マイナンバーに関す
る相談 月〜金曜日   8：30 〜 17：15

【市の人口】 問市民課 ☎ 36-7194 

平成 31 年 4 月末現在
総人口：98,530 人（− 16）
 　㊚ 48,215 人（＋ 28）㊛ 50,315 人（− 44）
世帯数：38,036 世帯（＋ 94）
※外国人を含む。（ ）内の数値は前月比

【市内の交通事故状況】問生活安心課 ☎ 36-7144 

平成 31 年 4 月末現在 　人身事故：183 件（− 27 件）
死者：1 人（− 2 人）　　負傷者：244 人（− 44 人）  
※（ ）内の数値は前年・同月比

【市民無料相談】問生活安心課 ☎ 36-7153
ところ／プラザおおるり 市民相談係
　　　　川根地区センター ( ＊ )

消費生活相談 月〜金曜日   9：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

一般相談
（離婚・相続など） 月〜金曜日   9：00 〜 12：00

13：00 〜 16：00

弁護士一般相談
（☆要事前相談） 5 日㈬ ・12 日㈬ 13：30 〜 15：30

交通事故弁護士相談
（☆要事前相談） 26 日㈬ 13：30 〜 15：30

司法書士相談 19 日㈬ 13：30 〜 15：30

司法書士相談
( 川根 ) 5 日㈬＊ 13：30 〜 16：00

行政相談委員相談 19 日㈬ 13：30 〜 16：00

行政相談委員相談
（川根） 5 日㈬＊ 13：30 〜 16：00

人権擁護委員相談 5 日㈬ ・12 日㈬
26 日㈬ 13：30 〜 16：00

人権擁護委員相談
（川根） 5 日㈬ ＊ 13：30 〜 16：00

税理士相談
（要予約） 10 日㈪ 13：30 〜 15：30

社会保険労務士相談
（労働関係） 13 日㈭ 13：30 〜 16：00

宅建相談 20 日㈭ 13：30 〜 15：30

土地家屋調査士相談 27 日㈭ 13：30 〜 15：30

☆事前相談のため、まずは一般相談へお越しください。

【愛の献血】問福祉課 ☎ 36-7407 
ところ／市役所駐車場

25 日㈫ 13：30 〜 16：00

【生活困窮者自立支援】
問社会福祉協議会 ☎ 35-6244（相談専用）
ところ／島田市社会福祉協議会

生活困窮者相談 月〜金曜日   8：30 〜 17：00
【市民無料相談】
問東海税理士会島田支部事務局☎ 37-6575
ところ／金谷南地域交流センター (2 階 )

税理士相談
（要予約） 5 日㈬ 13：30 〜 15：30

便 利6月 帳
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[今月の料理長 ]
杉
す ぎ や ま

山信
の ぶ よ

代さん
料理のレシピは
ホームページで！

　春の足音が、あっという間に遠のいていくような天気で
すね。今月は、レンコンで簡単に作れる１品をご紹介。レ
ンコンは、ビタミンCや食物繊維を豊富に含み、加熱して
も栄養素が逃げないので、煮物や炒め物にもおすすめで
す。さっとゆでて、シャキシャキ感を楽しんで。

彩り 一品
も
う

【作り方】
①レンコンは皮をむき、いちょう切りにして、さっと洗って

水気を切る。
②①にかぶるくらいの水と酢、塩を加えて2〜3分ゆでる。
③②をⒶであえて、器に盛り付ける。

【材料】 5 人分（1 人分 98kcal）
◎レンコン
◎酢
◎塩

◎白すりごま
◎マヨネーズ

◎みりん
◎しょうゆ

大さじ 3
大さじ 2 と
1/2
大さじ1
小さじ 2

300g
少々
少々

協力：島田市健康づくり食生活推進協議会レンコンのごまマヨネーズ和え

Ⓐ

島田市緑茶化計画は、市が
推進する市民参加型シティ
プロモーションです。

協力：FM 島田　問広報情報課シティプロモーション室 ☎ 36-7355

単一の生産家の茶葉を使用。淹
い

れ方に凝らずと
も、美味しく飲める一品。

石川製茶直売店「日本茶 ひといき。」では、普段から
家庭で気軽にお茶を楽しむことにこだわって、商

品を販売しています。

当店の人気商品 「日々茶」は、深蒸しのコクのある味
わいと、飲み飽きない軽

さが楽しめる緑茶です。気軽に
毎日飲んでもらえるよう 「日々
茶」と名付けました。島田市緑
茶化計画は、お茶を飲む皆さん
が緑茶の美味しさを伝えられて
こそ、説得力があるもの。市内
の皆さんにも、いつも飲む緑茶
の良さを再発見してもらえるよ
う、これからも真面目にお茶と
向き合っていきたいです。

　　 FM 島田で放送中！ 緑茶化のススメ
毎週火曜日、午後 0 時 5 分から。WEB で
24 時 間 試 聴可能。 緑 茶 化 計 画 サイト➡

日
にちにちちゃ

々茶

石川製茶㈱
石
いしかわ

川幹
みきひろ

浩さん
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5 月の放送では、モ
ンゴルと日本の外交
関係を紹介。日本は
1972 年の外交開始
以降、ウランバート
ルの空港建設など
に協力しています。

　　 FM 島田で放送中！ モンゴルのあれこれ
毎週第 1・２水曜日、午後 0 時 5 分
から。WEBなら24時間試聴可能。

音声データはコチラから➡

　　 FM 島田で放送中！ 高校生、島田のお仕事現場を行く！
①第４日曜日、午前 10 時 10 分から ②翌木曜日、午前 9
時 30 分から ③同・木曜日、午後７時５分から。WEB な
ら 24時間試聴可能。　　　 音声データはコチラから➡

植
うえはら

原真
ま り こ

理子専門員
（モンゴル国出身）

問文化資源活用課オリンピック・パラ
リンピック推進室 ☎ 36-7214

Б
ビ
и Я

ヤ ポ ノ ー ス
поноос и

イ ル セ ン
рсэн.

市内 5つの高校に通う生徒が、さまざまな職場を突撃リ
ポート。市内企業のこだわり・島田の誇りを発信します。

問戦略推進課 ☎ 36-7120

番組パーソナリティーを務
める袴

はかまた

田実
ま ゆ こ

有子です。高
校生と一緒に企業を取材して、
番組の進行・制作も行っていま
す。高校生ならではの視点や、
新鮮な驚きに注目してほしいで
すね。番組を聴いた若い世代
が、市内の企業に興味を持ってくれるように頑張ります。今年度も、
６月から毎月１社ずつ紹介していきます。ぜひ、お聴きください。

私は日本から来ました番組パーソナリティーを紹介します

つゆひかりは、緑の色がき
れいで渋みが少ない、さ

わやかな緑茶です。普段、急須
で緑茶を飲まない若い人たち
にも、おいしいと感じてもらえ
るように作りました。お茶を飲
んでくれた人に、産地のことも
ぜひ知ってほしいと思い、袋裏
面の QR コードから産地の様
子とお茶ができるまでが分か
る動画を見られるようになって
います。島田の逸品として、島田のお茶はおいしいこと
だけでなく、島田のことを全国に知ってもらえるように
していきたいですね。

▶︎「島田の逸品」のパンフレットは、商工課（本庁舎 2 階）、
またはホームページでご覧いただけます。

「島田の逸品」は、市の魅力を日本、世界に発信するシン
ボル的存在として認定した島田市が誇る逸品です。

問商工課 ☎ 36-7164〜日本に誇る島田のモノがたり〜
新島田の逸品

【逸品ストーリー】 
「つゆひかり」とは、新茶の一番最初に摘採される緑
茶。水色がとても美しく、香り高いのが特徴。天然
玉露と呼ばれる「あさつゆ」と、さわやかな香りを持つ

「静 7132」を掛け合わせた品種。煎茶の魅力とその
確かな価値を発信する逸品。

㈱髙森商店
本通６丁目 6046-6
☎ 36-6522
:www.fukamushi.com

内容量／100g
価格／1,080 円

㈱髙森商店
髙
たかもり

森茂
しげゆき

幸さん
深蒸し煎茶 つゆひかり
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FAX 34-3289

今月の

問包括ケア推進課 ☎34-3288

※印の無い教室は、当日直接お越しください。

【6 月の高齢者ふれあい事業】問包括ケア推進課・
ところ／はなみずき内「ふれあいセンター」（2 階）

教室名／開催日／時間
みんなで楽しく歌いませんか
　3 日㈪／午前 10 時〜11 時 30 分
みんなで折り紙を作りましょう
　4 日㈫／午前 10 時〜正午
大正琴を楽しみましょう
　4 日㈫・18 日㈫／午後1 時〜3 時 30 分
ビーズ細工で楽しむおしゃれ★
　6 日㈭・19 日㈬／午前 10 時〜午後 3 時
手芸の日、何を作るかお楽しみ◆
　7 日㈮・14 日㈮・21日㈮・26 日㈬・28 日㈮

午前 10 時〜午後 3 時
絵手紙を書こう
　12 日㈬／午前 10 時〜正午
楽しく遊んで若返り
　13 日㈭／午前 10 時〜11 時 30 分
ペタンクを楽しみましょう（3 階 運動室）
　13 日㈭／午後1 時 30 分〜3 時 30 分
美しい「詩歌」を吟じて健康づくり
　18 日㈫／午前 10 時〜正午
楽しい食生活◦
　18 日㈫／午前 10 時〜正午
健康は足の裏から
　27 日㈭／午後1 時 30 分〜3 時
◆ 必要なものを持参 ◦ 要予約 ★ 新規要申込

【高齢者相談】問・ところ／各高齢者あんしんセ
ンター（地域包括支援センター）

と き 月〜金曜日
（祝日は除く）  8：30 〜 17：15

高齢者あんしんセンター 第一･北　☎ 33-0882
老人保健施設「アポロン」内

高齢者あんしんセンター第二　☎ 34-3240
保健福祉センター「はなみずき」内

高齢者あんしんセンター 六合　☎ 32-9699
六合公民館「ロクティ」内

高齢者あんしんセンター 初倉　☎ 30-0617
初倉地域総合センター「くらら」内

高齢者あんしんセンター 金谷　☎ 45-5610
金谷北地域交流センター内

高齢者あんしんセンター 川根　☎ 58-0321
市役所川根支所内

▶認知症ではない人が、バーチャルリアリティ（VR）
を活用し、認知症の症状を体験する講座です。
とき／７月６日㈯ 
時間／①午前 10 時 30 分〜正午 または ②午後１

時30 分〜３時（どちらかの時間を選んでください）
ところ／保健福祉センターはなみずき研修室（3 階）
対象／ 14 歳以上の市民または市内へ通勤・通学す

る人
※吐き気、めまい、視界のぼやけ、乗り物酔いなど、不

快な症状が出ることがあります。視覚などへ悪影
響を及ぼすおそれがあるため、14 歳未満の参加
はご遠慮ください。

定員／①②各 50 人（定員になり次第締め切り）
参加費／無料
申し込み／6 月1日㈯以降に電話、ファクスまたは

E メールで包括ケア推進課へ
　*houkatsu@city.shimada.lg.jp

VR 認知症体験プロジェクト 参加者募集

伊
い く ま

熊正
ま さ か つ

勝さん
（横井３丁目）

シニアサポｰタｰ協議会
社会への恩返しと思
い、毎日忙しく活動し
ています。
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今月のテーマ　ここまでやっています ニーズに寄り添う多彩な子育て支援

市長が自ら、市政運営の方針を分りやすく
お伝えします。　　問秘書課 ☎ 36-7117市政羅

ら し ん ば ん

針盤

　当市は、子育て中の家庭に寄り添い、きめ細やかな支
援策で子育てを支える自治体の、トップランナーであると
自負しています。先日、育児サポーター派遣事業を利用し
たお母さんのアンケートを読む機会があり、がんばってい
るお母さんたちの姿に大いに感動すると同時に、子育て
世代のニーズに寄り添う支援をさらに充実させていかね
ばと考え、今月号のテーマとしました。育児サポーター派
遣事業とは、生後 180 日以内の赤ちゃんがいる家庭に 1
回 2 時間、計 30 時間まで（双子なら計 60 時間まで）、無
料でベテラン保育士を派
遣する事業です。利用す
るには事前の登録が必要
ですが、出産前に登録が
済んでいれば、出産後は電
話で予約できます。

　アンケートの自由記入欄は、育児で忙しいお母さんがよ
くここまで書いてくださったと驚くほど、細かな文字でびっ
しりとつづられていました。「実家や義父母にほとんど頼
れない中、サポーターさんに救われた」「予防接種にも一緒
に来てくれて、不安が和らいだ」「産後で体がつらいとき、サ
ポーターのおかげで通院したり休んだりできた」「初めて
の育児で全てが不安だった。生まれてすぐに来てくれて、
凄
すご

く助かった」「どんなことも肯定的に聞いてくれ、励まし
てもらった」「上の子（2 歳）の遊び相手をしてもらい、家事
をこなすことができた」など、母親のリアルな心情が吐露さ
れていました。島田で子育てするお母さんを一人も孤立さ
せない「寄り添う支援」の大切さを、改めて感じています。

　当市には、特色ある子育て支援事業が他にも多数あり
ます。30 歳代後半〜 40 歳代で出産・子育てをしている
お母さんの交流の場「アラフォーマミーズの会」や転入者
を対象とした「ウェルカム島田」、多胎児のお母さんを対象
とした「ふたごちゃん、あつまれ〜」なども開催しています。
また、「初めて 0 歳児の子をもつ親の講座（ベビープログラ
ム）」「フレッシュパパ・ママ講座」「いきいき子育て勉強会」
など“親

おやりょく

力を育てる”支援にも力を注いでいます。就労を
望む母親には、市役所 1 階に「ハローワーク島田 お仕事相
談室（ママハロ）」を設置しています。子宝を望む夫婦には、
不妊メンタルケアサポーターが精神的なサポートや情報
提供を行っています。もちろん不妊治療のための助成事
業（人工授精・体外受精・顕微授精・男性不妊治療費用の一
部助成）も行っています。メンタル面までのサポートは、島
田市のまさに「寄り添う支援」の特徴です。30 歳代と 10
歳未満の人口が、この５年間ずっと転入超過となっている
のは、このような取り組みの成果であると考えています。

　さらに今年度からは「島田市版 ネウボラ」を始めました。
すべての妊婦・母子・子育て家庭を対象とした切れ目のない
支援により、虐待などのリスクの早期発見・早期支援で効
果を上げている、フィンランドのネウボラを参考にしていま
す。各家庭に担当保健師をつけ、より気軽に相談しやすい
関係を築き、安心して出産・子育てができる支援体制を提
供していきます。母子手帳交付の際、手帳に担当保健師の
名前と連絡先を記入し、妊娠期から就学時まで、ずっと同
じ保健師があらゆる悩みや不安に寄り添うことで、子ども
の健やかな成長につなげていきたいと考えています。

私たちが育児サポーターです

皆さんから寄せられた地域の「ニュース」「イベント」「声」などをご紹介します。みんなのひろば
いう思いで、６年前から活動しています。また、5 月19 日
㈰まで「大井川横断鯉のぼり」を設置しています。鯉のぼり
は私たちの親世代が始め
たもので、2014 年に復
活させました。ぜひ、川根
に遊びに来てください。

（KLF 会長 児
こ だ ま

玉雅
まさひと

人さん）

川根 文 化 セ ン ター チ ャリム 21 で、4 月 14 日 に
「K

カ ワ ネ

AWANE L
ラ ブ ズ

OVE'S F
フ ァ ク ト リ ー

ACTORY（略称 KLF）」が「か
わねこどもまつり」を開催しました。川根にゆかりのある
商店や団体の出店、動物ふれあいコーナー、巨大ダンボー
ル迷路、積み木コーナーなどを設け、多くの子どもたちが
遊びに来てくれました。KLFメンバーの多くは、川根に住む
20 〜 40 歳代の子育て世代。自分たちが子ども時代を過
ごした川根の楽しさを、今の子どもたちにも伝え残したいと



「
広

報
し

ま
だ

」は
、再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

:
http://w

w
w

.city.shim
ada.shizuoka.jp

◀

発
行

／
編

集
 島

田
市

市
長

戦
略

部
広

報
情

報
課

〒
427-8501 静

岡
県

島
田

市
中

央
町

1
番

の
1

☎
0547-36-7118

C
ity Public R

elations

　
し
ま
だ

広報

2019

vo
l.251
5

Shimadajin File  #91

ツアー客をガイドする
植野さん（上段左端）
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で
し
た
。

古
里
の
良
さ
を
多
く
の
観
光
客

に
紹
介
す
る
た
め
、観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、平
成
７

年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
旅
行
会
社
や
観
光
協
会
か
ら

の『
城
を
テ
ー
マ
に
』と
か『
今
回

は
東
海
道
巡
り
』
な
ど
の
要
望
に

応
え
て
、ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
お
客

さ
ん
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
旅
行

会
社
と
協
力
し
て
、お
す
す
め
の

観
光
コ
ー
ス
を
作
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
」

【
一
緒
に
歩
く
楽
し
み
】

　
植
野
さ
ん
は
、い
く
つ
か

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
の
中
で
も
「
同
行
ガ
イ

ド
」に
最
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
登
山
が
好
き
で
、

足
腰
に
は
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
、

い
つ
も
『
同
行
ガ
イ
ド
』
で
お
客

さ
ん
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
説

明
す
る
の
が
私
の
ス
タ
イ
ル
。

一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、お
客
さ
ん

の
反
応
を
見
る
の
が
一
番
楽
し

い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
よ
う
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
た
ま
に
、私

の
説
明
を
あ
ま
り
聞
か
ず
に
寄

り
道
な
ど
を
し
た
り
す
る
人
も

い
ま
す
が
、全
然
問
題
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
せ
っ
か
く
金
谷
に
来
て
・

歩
い
て
・
体
験
し
て
い
る
ん
だ
か

ら
、そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
し
て
ほ
し
い
し
、自
分
の
好

き
な
所
を
見
た
方
が
、き
っ
と
思

い
出
に
残
る
は
ず
で
す
。
学
芸

員
じ
ゃ
な
い
の
で
、史
跡
の
学
術

的
な
こ
と
ま
で
は
説
明
で
き
な

い
け
れ
ど
、諏
訪
原
城
跡
の
入
り

口
に
は
、そ
の
特
徴
を
学
べ
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。
今
後
は
、こ
こ
を
拠
点
に
、

金
谷
の
良
い
と
こ
ろ
を
他
に
も

た
く
さ
ん
紹
介
し
た
い
で
す
ね
」

【
歩
い
て
出
会
え
る
景
色
】

　

情
報
が
溢
れ
、検
索
す
れ
ば
多

く
の
こ
と
を
調
べ
ら
れ
る
現
代

社
会
。
そ
れ
で
も
、画
面
に
は
映

ら
な
い
、大
切
な
こ
と
が
あ
る
と

植
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
実
際
に
行
っ
て
、体

験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
。
車
よ
り
、ゆ
っ
く

り
歩
い
て
、気
候
・
草
花
・
生
き
物
・

住
民
の
人
柄
な
ど
、そ
の
土
地
の

良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

金
谷
で
は
何
度
歩
い
て
も
、新

し
い
景
色
に
出
会
え
る
と
、植
野

さ
ん
は
朗
ら
か
に
笑
い
ま
す
。

　
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
同
じ
と
こ
ろ

を
歩
い
て
い
る
私
で
も
、四
季

折
々
の
景
色
の
違
い
に
驚
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
諏
訪
原
城
跡
も
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、少
し
経
っ
て
か
ら
ま
た

来
て
も
ら
え
る
と
、新
し
い
話
を

聞
け
て
面
白
い
で
す
よ
。
訪
れ
た

人
が『
良
い
と
こ
ろ
だ
な
、ま
た
来

た
い
な
』と
思
え
る
よ
う
に
、お
も

て
な
し
し
た
い
で
す
ね
」

　

来
訪
者
と
同
じ
目
線
で
、景
色

と
感
動
を
共
有
す
る
植
野
さ
ん
。

そ
の
思
い
と
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
伝
え
る
た
め
、同
行
ガ
イ
ド
で

お
も
て
な
し
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

かなや観光ボランティアの会 会長

植
う え の

野修
お さ む

さん（金谷栄町）


